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一
　
は
じ
め
に

世田谷区御嶽山古墳出土遺物の調査

　
学
習
院
大
学
史
料
館
の
収
蔵
品
中
に
は
数
多
く
の
文
書
を
中
心
と
す
る
歴
史
史
料
の
他
に
、
貴
重
な
考
古
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
今

回
調
査
を
実
施
し
た
遺
物
も
そ
の
中
の
一
つ
で
、
学
習
院
輔
仁
会
史
学
部
に
よ
り
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
世
田
谷
区
の
御
嶽
山

（
御
岳
山
）
古
墳
か
ら
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
発
掘
調
査
の
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
は
、
徳
川
義
宣
氏
に
よ
る
報
告
文

（
本
誌
掲
載
）
を
参
照
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
出
土
遺
物
の
う
ち
、
二
領
の
鋲
留
短
甲
に
つ
い
て
は
す
で
に
学
界
に
紹
介
さ
れ
、
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
に
よ
っ
て
レ
プ
リ
カ
ま
で

製
作
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
調
査
時
に
一
括
し
て
出
土
し
た
他
の
遺
物
類
は
、
長
い
間
そ
の
具
体
的
な
内
容
や
所
在
に
関
し

て
一
切
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
幸
い
に
も
一
昨
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
本
史
料
館
に
よ
る
『
旧
制
学
習
院
歴
史
地
理
標
本
室
移
管
資
料
』
の
目
録
作
成
作

1



業
に
伴
い
、
本
資
料
が
収
蔵
施
設
の
片
隅
よ
り
、
木
製
の
コ
ン
テ
ナ
数
箱
に
分
か
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
鉄
製

の
武
器
・
武
具
類
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
出
土
後
、
約
半
世
紀
を
経
て
い
る
た
め
、
か
な
り
鋸
化
と
劣
化
が
進
行
し
て
は
い
る
も

の
の
、
資
料
の
重
要
性
に
鑑
み
、
再
整
理
と
実
測
作
業
を
主
と
す
る
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
本
資
料
が
多
摩
川
流
域
の
み

な
ら
ず
、
広
く
関
東
地
方
の
中
期
古
墳
文
化
を
考
え
る
上
で
、
き
わ
あ
て
興
味
深
い
内
容
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
こ
こ
に
、
出
土
遺
物
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
の
成
果
と
、
そ
れ
に
若
干
の
検
討
を
加
え
て
報
告
し
た
い
。

2

二
　
御
嶽
山
古
墳
に
つ
い
て

　
御
嶽
山
古
墳
は
世
田
谷
区
等
々
力
一
丁
目
に
所
在
し
、
多
摩
川
下
流
の
左
岸
に
沿
っ
て
発
達
す
る
、
標
高
三
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
の
台
地

上
に
占
地
す
る
。
古
墳
の
西
側
に
は
、
矢
沢
川
に
よ
っ
て
開
析
さ
れ
た
谷
を
挟
ん
で
、
近
年
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
野
毛
大
塚

（
2
）

古
墳
が
存
在
す
る
。
野
毛
地
域
周
辺
に
は
、
段
丘
上
に
二
〇
基
以
上
の
古
墳
が
築
か
れ
て
お
り
、
野
毛
古
墳
群
と
称
さ
れ
て
い
る
（
図
一

上
）
。
ま
た
、
さ
ら
に
下
流
の
大
田
区
側
に
は
、
宝
莱
山
古
墳
・
亀
甲
山
古
墳
の
よ
う
な
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
前
方
後
円
墳
二
基
を
含

む
、
お
よ
そ
三
〇
基
程
で
構
成
さ
れ
る
田
園
調
布
古
墳
群
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
分
布
や
立
地
条
件
を
み
て
も
、
景
観
的
に
両
者
を
厳

密
に
区
分
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
一
括
し
て
荏
原
台
古
墳
群
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
御
嶽
山
古
墳
は
現
在
墳
丘
の
一
部
が
削
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
住
宅
地
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
墳
丘
の
規
模
や
形
態
に
関
し
て
は

従
来
径
四
二
m
、
高
さ
五
m
あ
ま
り
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
に
よ
り
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

さ
れ
た
周
濠
部
の
調
査
に
よ
り
、
全
長
五
二
m
の
帆
立
貝
式
前
方
後
円
墳
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
図
一
下
）
。



世田谷区御嶽山古墳出土遺物の．調査

　　御嶺山古墳

2．野毛大塚古墳

　　狐塚古墳

　　八幡塚古墳

　　天慶塚古墳

　　西岡28号墳

　　西岡2Z号墳

　　西岡32号墳

　　観音塚古墳

10．宝莱山古墳

11　多摩川台古墳群

12．亀甲山古墳

13．浅間神社古墳

o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10m

図1　御嶽山古墳周辺の古墳分布と墳丘実測図
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こ
こ
で
、
御
嶽
山
古
墳
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
調
査
や
研
究
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
七
月
、
笠
井
新
也
氏
に
よ
っ
て
、
墳
形
の
略
測
図
と
出
土
品
の
鈴
鏡
が
『
考
古
学
雑
誌
』
に
紹
介
さ
れ
た
。

鏡
の
所
有
者
は
豊
田
濱
吉
と
い
う
人
で
、
自
ら
古
墳
よ
り
掘
り
出
し
た
と
い
う
。
略
測
図
に
よ
れ
ば
、
径
二
九
問
、
高
さ
四
間
の
円
墳
で

あ
り
、
墳
頂
は
開
墾
さ
れ
て
畑
地
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
墳
丘
の
周
囲
か
ら
は
円
筒
埴
輪
や
川
原
石
（
葺
石
）
が
多
量
に
検
出
さ
れ
た

ら
し
い
。
踏
査
の
際
、
笠
井
氏
に
よ
り
須
恵
器
片
と
土
師
器
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
「
内
行
花
文
鏡
」
は
墳
頂

南
に
斜
面
を
一
～
二
尺
下
っ
た
地
点
で
、
地
下
深
さ
二
尺
程
の
と
こ
ろ
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
こ
れ
よ
り
西
の
斜
面
か
ら
も

刀
剣
片
を
掘
り
出
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
笠
井
氏
は
二
点
の
遺
物
の
出
土
状
態
か
ら
み
て
、
主
体
部
と
は
別
に
故
意
に
埋
納
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
鈴
鏡
の
出
土
位
置
は
確
か
に
埋
葬
主
体
部
か
ら
大
き
く
南
に
は
ず
れ
て
い
る
の
で
、
笠
井
氏
の
論
拠
も
否
定
し
が
た
い
部
分
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
墳
丘
部
が
す
で
に
畑
と
化
し
、
一
部
耕
起
が
深
く
及
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
鏡
も
も
と
も
と
主
体
部
に
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
心
的
な
主
体
部
と
は
別
に
、
南
に
片
寄
っ
た
位
置
に
も
う
ひ
と
つ
の
主
体
部
が
あ
っ
て
、
偶
然
そ
こ
か
ら
出

土
し
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
複
数
の
主
体
部
の
存
在
は
、
近
隣
の
野
毛
大
塚
古
墳
の
事
例
を
み
て
も
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
昭
和
初
年
の
西
岡
秀
雄
氏
に
よ
る
踏
査
で
は
、
第
十
号
墳
（
俗
称
「
御
嶽
さ
ん
」
）
と
さ
れ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
二
（
昭
和

七
）
年
こ
ろ
に
、
松
野
正
徳
氏
に
よ
り
直
刀
や
土
器
片
が
採
集
さ
れ
た
と
い
う
。
墳
頂
に
は
、
い
つ
し
か
「
御
嶽
大
権
現
」
と
刻
む
小
石

祠
が
立
て
ら
れ
、
七
鈴
鏡
が
近
く
の
等
々
力
満
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
四
月
＝
日
～
＝
二
日
に
か
け
て
、
学
習
院
輔
仁
会
高
等
科
史
学
部
五
名
に
よ
り
、
墳
頂
部
を

中
心
と
す
る
発
掘
が
行
わ
れ
た
。
表
土
か
ら
約
七
〇
㎝
の
深
さ
よ
り
鉄
製
遺
物
が
出
土
し
、
そ
の
範
囲
は
東
西
二
m
、
南
北
五
〇
㎝
内
外

に
お
よ
ぶ
。
こ
の
時
の
調
査
で
粘
土
榔
と
木
棺
（
形
式
不
明
）
の
痕
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
今
回
報
告
す
る
遺
物
は
、
当
該
時
に
一
括

4
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し
て
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
ほ
ぼ
現
位
置
を
保
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
に
な
っ
て
、
世
田
谷
区
史
編
纂
事
業
の
一
環
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
考
古
学
資
料
室
に
よ
っ
て
古
墳
の
測

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
6
）

量
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
に
は
、
世
田
谷
区
史
編
さ
ん
室
に
よ
り
『
世
田
谷
区
史
料
第
八
集
ー
考
古
編
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

が
刊
行
さ
れ
、
満
願
寺
の
鈴
鏡
の
実
測
図
と
学
習
院
大
学
で
所
蔵
し
て
い
た
短
甲
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
短
甲
の
推
定
復
元
図
が
田
中

新
史
氏
に
よ
り
作
成
さ
れ
、
考
古
学
的
な
観
察
と
検
討
が
は
じ
め
て
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
二
領
の
短
甲
は
接
合
・
復
元
さ
れ
、
何
故

か
、
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
に
長
年
の
間
保
管
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
間
の
寄
贈
、
寄
託
に
関
す
る
正
規
の
手
続
き
は
一
切
な
さ
れ
て
い

　
　
　
（
8
）

な
い
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
、
田
中
氏
に
よ
り
出
土
短
甲
二
領
に
つ
い
て
の
詳
細
な
論
考
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
特
質
お
よ
び
編
年
的
な

位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
（
図
二
・
図
版
一
・
二
）
。
さ
ら
に
、
歴
史
的
な
意
義
に
つ
い
て
も
広
い
視
野
か
ら
の
検
討
が
加
え
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

い
る
。
今
日
で
は
、
古
墳
時
代
の
武
具
研
究
の
基
本
的
文
献
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

6

三
　
出
土
遺
物
に
つ
い
て

　
今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
遺
物
は
、
鉄
刀
五
・
鉄
剣
四
・
鉄
鉾
｝

製
品
三
・
円
筒
埴
輪
片
五
お
よ
び
短
甲
片
少
量
で
あ
る
。

　
以
下
、
各
遺
物
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

鉄
刀
（
図
三
1
1
～
4
・
図
四
1
5
・
図
六
）

・
石
突
一
・
胡
篠
金
具
二
・
鉄
鍛
約
一
〇
〇
・
鉄
刀
子
一
・
釘
状
鉄



、
「
，
，
♂

　
　
　
　
　
　
　
一

「
　
　
　
一

脚
　
　
　
一

｝
・

冒
1鉄刀　11）

9

｝一一一，
‘

～　　了　目

3

2　鉄刀（2）

一
　
、

一
　
、

マ
、

4鉄刀　（4）

r

o

3鉄刀（3）

1
∩
口
U

5鉄剣（1）

懸
1

0 20㎝

．三幽@
　
｝

6　鉄飼　（2）

図3　鉄刀・鉄剣実測図（1／4）



世田谷区御嶽山古墳出土遺物の調査

　
鉄
刀
（
一
）
　
刀
身
は
四
～
五
片
に
折
損
し
て
い
る
。
全
体
に
鋸
化
が
著
し
く
、
土
塊
等
が
付
着
し
た
状
態
で
あ
る
。
刀
身
の
一
部
に

は
接
合
不
可
能
な
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
が
、
全
長
九
一
・
五
㎝
を
測
る
直
刀
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
刀
身
の
長
さ
は
七
五
・
三
㎝
を
有
す

る
。
茎
（
把
）
の
先
端
は
や
や
欠
損
す
る
が
、
長
さ
は
一
六
・
二
㎝
を
測
る
。

　
刀
身
の
造
込
は
平
造
で
、
切
先
は
い
わ
ゆ
る
フ
ク
ラ
を
呈
す
る
。
関
部
は
欠
損
し
て
い
る
た
め
明
瞭
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
片
関
と

考
え
ら
れ
る
。
刀
身
自
体
は
関
付
近
か
ら
把
に
か
け
て
、
大
き
く
刃
部
側
に
湾
曲
し
て
い
る
。
刀
身
幅
は
切
先
で
二
・
七
㎝
、
関
ち
か
く

で
三
・
五
㎝
を
有
し
て
お
り
、
厚
み
は
○
・
六
五
～
○
・
八
㎝
を
測
る
。
茎
は
幅
二
・
一
～
二
・
五
㎝
、
厚
み
○
・
七
㎝
を
有
し
、
刃
部

側
が
や
や
薄
め
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
目
釘
孔
は
二
箇
所
に
認
め
ら
れ
、
各
々
径
○
・
二
五
㎝
を
測
る
。

　
切
先
付
近
の
刀
身
平
側
に
、
棺
材
と
考
え
ら
れ
る
木
質
片
が
付
着
す
る
。
ま
た
、
関
に
ち
か
い
刀
身
棟
寄
り
の
と
こ
ろ
に
は
、
樹
皮
様

の
有
機
物
や
銅
錆
片
が
付
着
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
胡
捺
の
部
品
の
一
部
と
認
識
で
き
る
。
茎
に
も
把
木
と
思
わ
れ
る
木
質
が
顕
著
に
認
め

ら
れ
る
。

　
鉄
刀
（
二
）
　
刀
身
は
全
体
で
四
つ
に
折
損
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
接
合
す
る
。
切
先
は
鉄
鍬
塊
が
鋸
着
し
て
い
る
た
め
、
形
状
は
明

確
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
先
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
。
茎
（
把
）
に
つ
い
て
も
剥
離
が
著
し
く
、
そ
の
遺
存
状
態
は
わ

る
い
。
鉄
刀
の
現
存
長
は
七
七
・
二
㎝
で
、
刀
身
の
長
さ
は
六
三
・
二
㎝
を
測
る
直
刀
で
あ
る
。
推
定
さ
れ
る
全
長
は
約
八
〇
㎝
あ
ま
り

で
、
刀
身
の
造
込
は
平
造
で
あ
る
。
刀
身
は
切
先
に
向
か
っ
て
刃
部
側
に
や
や
湾
曲
し
て
い
る
。
刀
身
の
幅
は
切
先
で
二
・
五
㎝
、
関
で

三
・
○
㎝
を
測
り
、
厚
み
は
○
・
六
～
○
・
七
㎝
を
有
す
る
。
切
先
付
近
の
刀
身
平
に
は
、
鉄
鍛
塊
の
他
に
木
質
及
び
樹
皮
状
の
物
質
が

付
着
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
胡
篠
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

　
茎
（
把
）
は
一
四
・
○
㎝
、
幅
は
一
・
五
～
二
・
五
㎝
を
有
す
る
。
目
釘
孔
は
二
か
所
に
認
め
ら
れ
、
各
々
の
径
は
○
・
三
㎝
ほ
ど
で

あ
る
。
茎
全
体
に
は
木
質
が
多
く
付
着
し
て
お
り
、
把
の
痕
跡
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
関
ち
か
く
の
刀
身
棟
側
に
は
、
樹
皮
様
の
有
機
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物
が
観
察
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
鞘
の
上
部
に
巻
か
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
刀
身
に
鉄
鍛
や
胡
篠
片
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
本
刀
が
胡
篠
と
一
部
重
な
る
形
で
埋
納
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
ま

た
、
鉄
刀
（
一
）
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
が
窺
え
る
こ
と
か
ら
、
二
口
の
鉄
刀
は
と
も
に
揃
え
ら
れ
た
恰
好
で
、
ご
く
近
い
位
置
に
副

葬
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
つ
よ
い
。

　
鉄
刀
（
三
）
　
刀
身
の
一
部
と
茎
（
把
）
の
残
欠
で
、
全
体
の
四
分
の
一
か
ら
五
分
の
一
程
度
が
遺
存
す
る
。
各
折
損
箇
所
で
の
接
合

は
で
き
な
い
。
現
存
長
は
三
一
・
一
㎝
で
、
刀
身
の
造
込
は
平
造
で
あ
る
。
全
体
に
鋳
化
が
著
し
く
、
関
の
状
態
は
明
確
に
し
得
な
い
が

お
そ
ら
く
片
関
に
復
元
で
き
る
。
刀
身
の
幅
は
、
関
で
三
・
○
㎝
、
厚
み
は
○
・
八
㎝
を
有
す
る
。
関
に
ち
か
い
箇
所
に
は
、
鞘
の
木
質

が
多
く
遺
存
し
て
い
る
。
茎
は
長
さ
一
五
・
0
㎝
で
、
関
か
ら
先
端
に
向
か
っ
て
し
だ
い
に
幅
を
減
じ
て
い
る
。
目
釘
孔
は
二
か
所
に
あ

り
、
径
は
両
方
と
も
○
・
四
㎝
を
測
る
。
ま
た
茎
に
は
、
把
の
痕
跡
を
示
す
木
質
が
付
着
し
て
い
る
。

　
鉄
刀
（
四
）
　
刀
身
部
の
み
の
残
欠
で
鏡
化
が
著
し
い
。
大
き
く
二
つ
に
折
損
し
て
い
る
が
、
接
合
は
で
き
な
い
。
現
存
長
は
三
八
・

三
㎝
を
有
す
る
。
刀
身
の
造
込
は
平
造
で
、
幅
は
二
・
五
㎝
、
厚
み
は
○
・
六
㎝
を
測
る
。
把
寄
り
の
部
分
に
鞘
の
木
質
が
多
く
認
め
ら

れ
る
。
鉄
刀
（
三
）
と
（
四
）
は
身
幅
や
遺
存
状
態
か
ら
み
て
、
同
一
の
鉄
刀
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
明
確
さ
に
欠
け
る
た
め
、
一

応
、
別
々
の
個
体
と
し
て
扱
っ
て
お
き
た
い
。

　
鉄
刀
（
五
）
鉄
剣
（
一
）
お
よ
び
胡
籏
金
具
⑤
と
鏡
着
す
る
。
把
か
ら
関
部
に
か
け
て
の
残
欠
で
、
現
存
長
は
九
・
一
㎝
を
測
る
。

刀
身
の
幅
は
二
・
一
㎝
、
茎
の
幅
は
一
・
三
～
一
・
七
㎝
を
測
る
平
造
の
直
刀
で
あ
る
。
茎
に
は
径
○
・
二
㎝
程
の
目
釘
孔
が
あ
る
。
刀

身
の
厚
み
は
折
損
部
で
○
・
七
㎝
を
測
る
。
刃
関
の
状
態
は
明
瞭
で
は
な
い
。
把
に
は
木
質
が
多
く
遺
存
し
て
お
り
、
木
装
の
把
と
推
定

さ
れ
る
。
身
幅
か
ら
み
て
、
短
刀
に
ち
か
い
形
式
の
鉄
刀
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
他
に
、
長
さ
四
・
○
㎝
の
鉄
刀
身
の
小
片
が
あ
る
（
図
四
1
5
）
。
身
幅
は
二
・
八
㎝
、
厚
み
は
○
・
七
㎝
を
有
す
る
。
平
造
で
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身
幅
か
ら
推
定
す
る
と
、
鉄
刀
（
四
）
に
伴
う
破
片
の
可
能
性
が
あ
る
。

鉄
剣
・
鉄
鉾
（
図
三
ー
5
、
6
・
図
四
・
図
版
三
）

　
鉄
剣
（
一
）
　
剣
身
は
大
き
く
四
か
所
で
折
損
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
接
合
面
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
。
刃
部
は
ほ
ぼ
直
線
的
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
鉄
剣
の
推
定
全
長
は
六
七
・
八
㎝
で
、
刃
部
の
長
さ
は
五
三
・
六
㎝
を
測
る
。
関
部
は
銃
化
が
著
し
い
た
あ
、
明
瞭

さ
を
欠
く
が
、
茎
（
把
）
の
長
さ
は
一
四
・
二
㎝
程
と
考
え
ら
れ
る
。
関
の
両
端
の
切
込
み
は
○
・
四
㎝
で
、
直
角
に
ち
か
い
形
状
と
推

定
さ
れ
る
。
刃
部
の
幅
は
、
関
で
も
っ
と
も
広
く
三
・
二
㎝
を
測
り
、
切
先
に
向
か
っ
て
わ
ず
か
に
幅
を
狭
め
て
い
る
。
切
先
ち
か
く
で

は
幅
二
・
八
㎝
を
有
し
、
厚
み
は
○
・
七
～
○
・
八
㎝
と
比
較
的
重
厚
な
つ
く
り
を
示
し
て
い
る
。
身
の
造
込
は
中
央
に
錦
が
入
る
、
断

面
菱
形
状
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
表
面
の
鋳
が
著
し
い
た
め
に
、
錦
の
稜
線
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
。
剣
身
の
表
面
に
は
、
数

か
所
に
鞘
の
木
質
が
付
着
し
て
い
る
。
ま
た
、
関
の
付
近
に
は
、
鉄
刀
（
五
）
と
胡
籔
金
具
⑤
が
破
損
し
た
状
態
で
鋳
着
し
て
い
る
。

　
茎
は
幅
一
・
八
～
二
・
四
㎝
、
厚
み
○
・
三
五
㎝
を
測
る
断
面
長
方
形
を
呈
す
る
も
の
で
、
二
か
所
に
目
釘
孔
を
も
つ
。
孔
径
は
○
．

二
㎝
で
あ
る
。
茎
の
先
端
部
分
に
は
把
の
木
質
が
遺
存
し
て
い
る
。

　
鉄
剣
（
二
）
　
剣
は
全
体
で
四
～
五
片
に
折
れ
て
い
る
が
、
茎
の
先
端
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
接
合
で
き
る
。
剣
身
は
切
先
ち
か
く
で

や
や
片
側
に
曲
が
っ
て
い
る
。
鉄
剣
（
一
）
に
比
べ
、
小
形
の
剣
と
い
え
る
。
推
定
さ
れ
る
全
長
は
四
四
．
一
㎝
で
、
刃
部
の
長
さ
は
三

三
・
一
㎝
を
測
る
。
刃
部
の
幅
は
関
で
も
っ
と
も
広
く
三
・
六
㎝
を
有
し
、
切
先
に
向
け
て
少
し
ず
つ
細
く
な
っ
て
、
先
端
で
二
．
一
㎝

ほ
ど
で
あ
る
。
刃
部
の
造
込
は
、
断
面
が
菱
形
を
呈
し
、
中
央
に
錦
の
入
る
も
の
で
あ
る
が
、
稜
線
は
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
で
は
な
い
。
刃
部

の
厚
み
は
、
関
で
○
・
六
㎝
、
切
先
で
○
・
四
㎝
を
測
る
。
刃
関
の
切
込
み
は
直
角
で
は
な
く
、
把
へ
の
移
行
は
緩
や
か
で
あ
る
。
茎

（
把
）
の
長
さ
は
推
定
で
一
一
・
○
㎝
、
幅
は
一
・
七
～
二
・
四
㎝
を
有
す
る
。
関
付
近
と
茎
の
先
端
に
は
、
胡
篠
本
体
の
一
部
と
考
え

ら
れ
る
樹
皮
状
の
編
物
や
、
金
銅
片
が
付
着
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
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鉄
剣
（
三
）
　
刃
部
の
残
欠
で
あ
る
。
三
つ
の
破
片
に
よ
り
復
元
実
測
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
は
接
合
し
な
い
。
全
体
に
鋸
化
が
著

し
い
が
、
切
先
は
良
く
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
現
存
す
る
剣
身
の
推
定
長
は
二
二
・
○
㎝
で
、
刃
部
幅
は
二
・
五
～
二
・
八
㎝
を
有
す

る
。
身
の
断
面
は
菱
形
状
を
呈
し
、
中
央
に
稜
線
が
認
め
ら
れ
る
。
厚
み
は
〇
ニ
ニ
～
○
・
五
㎝
で
、
切
先
は
か
な
り
薄
手
に
仕
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
本
剣
身
に
伴
う
茎
（
把
）
の
断
片
は
、
資
料
中
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
，

　
鉄
剣
（
四
）
　
鉄
剣
（
三
）
と
同
様
刃
部
の
み
の
残
欠
で
あ
る
。
現
存
長
は
二
二
・
一
㎝
で
、
身
幅
は
一
・
九
～
二
・
二
㎝
を
測
る
。

切
先
お
よ
び
茎
を
欠
損
す
る
。
剣
身
は
全
体
で
五
か
所
に
わ
た
っ
て
折
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
過
去
に
一
度
接
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
の
接
合
に
よ
る
歪
み
を
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
身
の
二
か
所
で
わ
ず
か
に
屈
折
し
た
形
を
呈
し
て
い
る
。
鉄
剣
自
体
の
遺
存

状
態
が
悪
い
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
蛇
曲
剣
」
（
あ
る
い
は
蛇
行
剣
）
と
呼
べ
る
も
の
か
ど
う
か
、
判
断
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
刃
部
の
表

面
に
木
質
が
多
量
に
付
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鞘
を
伴
う
剣
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

　
身
の
断
面
は
、
レ
ン
ズ
状
の
菱
形
を
呈
す
る
も
の
で
、
厚
み
は
○
・
五
㎝
を
有
す
る
。
中
央
の
稜
線
は
木
質
が
多
く
付
着
し
て
い
る
た

め
か
、
明
瞭
で
は
な
い
。

　
鉄
鉾
（
図
四
ー
3
）
　
鉾
身
は
切
先
よ
り
七
㎝
の
と
こ
ろ
で
折
損
が
み
ら
れ
、
袋
部
の
先
端
に
も
欠
損
が
認
め
ら
れ
る
。
全
体
に
鋸
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
V

が
著
し
く
、
一
部
剥
離
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
遺
存
状
態
は
わ
る
い
。
鉄
鉾
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
後
藤
守
一
・
臼
杵
勲
氏
等
の
分
類

が
あ
る
。
こ
れ
を
参
考
に
す
れ
ば
、
鉾
身
は
剣
身
形
を
呈
す
る
広
鋒
鉾
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
鉾
の
推
定
全
長
は
四
〇
・
八
㎝
、
身
の
長
さ
は
二
〇
・
六
㎝
、
袋
部
は
長
さ
二
〇
・
二
㎝
を
測
る
。
身
の
造
込
は
鏑
造
で
、
断
面
は
菱

形
を
呈
す
る
。
切
先
部
の
つ
く
り
は
狭
鋒
の
も
の
に
比
べ
、
や
や
平
造
に
ち
か
い
形
状
を
な
す
。
身
幅
は
関
で
も
っ
と
も
広
く
二
・
九
㎝

を
有
し
、
切
先
に
向
か
っ
て
わ
ず
か
に
細
く
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
切
先
付
近
で
は
幅
二
・
六
㎝
程
と
な
る
。

　
身
関
は
両
側
が
わ
ず
か
に
突
出
す
る
だ
け
で
、
袋
部
と
の
境
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
。
袋
部
は
関
付
近
で
一
度
絞
ら
れ
、
先
端
に
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向
か
っ
て
す
そ
広
が
り
に
幅
を
増
し
て
い
る
。
袋
部
の
幅
は
一
・
九
～
三
・
二
㎝
で
、
断
面
は
六
角
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
臼
杵
氏
の
い

　
　
　
　
　
（
1
2
）

う
「
六
角
袋
造
り
」
で
あ
る
。
袋
部
の
末
端
か
ら
約
七
・
五
㎝
ま
で
が
着
柄
部
と
考
え
ら
れ
、
内
部
に
は
柄
の
木
質
が
遺
存
し
て
い
る
。

目
釘
孔
は
観
察
で
き
な
い
。

　
本
資
料
も
、
過
去
に
二
～
三
か
所
で
接
合
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
に
歪
ん
で
接
合
さ
れ
て
い
る
た
め
、
補
正
し
な
が
ら
実
測
を
行
っ
て

い
る
。

　
石
突
（
図
四
1
4
）
　
鉄
鉾
と
対
に
な
る
も
の
で
、
鉾
の
袋
部
と
同
じ
く
、
断
面
が
六
角
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
身
の
中
央
部
付
近
で

二
つ
に
折
損
し
て
お
り
、
錺
化
及
び
剥
離
が
著
し
く
、
遺
存
状
態
は
き
わ
あ
て
わ
る
い
。

　
現
存
長
は
二
六
・
四
㎝
で
、
袋
部
の
幅
は
二
・
七
㎝
、
身
の
中
央
で
は
幅
一
・
五
五
㎝
を
測
る
。
先
端
は
三
角
形
に
細
く
尖
る
形
態
を

示
す
。
身
の
断
面
形
は
袋
部
で
扁
平
な
隅
丸
の
六
角
形
を
呈
し
て
い
る
が
、
中
央
部
で
は
正
六
角
形
に
ち
か
い
形
状
を
も
っ
て
い
る
。
着

柄
部
は
末
端
よ
り
約
五
・
○
㎝
程
で
、
鉾
身
と
同
様
に
内
部
に
は
木
質
が
遺
存
し
て
い
る
。

　
胡
轟
金
具
（
図
五
・
六
・
図
版
三
）

　
矢
を
納
め
る
胡
篠
の
吊
手
金
具
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
刺
金
付
鋏
具
・
板
（
帯
）
状
金
具
・
三
輪
玉
形
の
中
円
板
等
に
よ
っ
て
構
成

　
（
1
3
）

さ
れ
る
。
本
来
二
つ
の
吊
手
金
具
で
一
対
と
な
り
、
坂
靖
氏
ら
の
復
元
で
は
、
胡
籏
本
体
の
背
板
表
側
の
左
右
上
部
に
装
着
さ
れ
た
も
の

　
（
1
4
）

で
あ
る
。
②
と
⑤
二
つ
の
吊
手
金
具
が
存
在
す
る
。
③
は
ほ
ぼ
完
存
す
る
が
、
⑤
は
欠
損
が
著
し
く
、
中
円
板
片
と
下
端
の
隅
丸
長
方
形

板
状
金
具
の
残
欠
が
遺
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
吊
手
金
具
③
　
一
部
に
欠
損
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
全
体
の
形
が
明
ら
か
な
も
の
で
あ
る
。
表
面
の
錺
化
が
著
し
い
た
め
、
細
部
の
つ
く
り

に
関
し
て
は
不
明
な
点
も
多
い
。

　
金
具
は
金
銅
製
の
刺
金
付
鍍
具
、
鉄
製
の
長
方
形
板
状
金
具
お
よ
び
隅
丸
長
方
形
板
状
金
具
と
、
中
央
を
楕
円
形
に
造
り
出
し
た
金
銅

12
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図5　胡線吊手金具＠実測図（1／2）

13



0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10㎝

1

∠＿『L一ごΣ

（

り
μ
μ
1
1
1
1
1
1
）

．一，，フ　　　　道　　2／2

図6　胡捺吊手金具⑤実測図（1／2）

製
の
中
円
板
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
帯
状
の
部
分
は
連
結
さ
れ
る

三
枚
の
板
状
金
具
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
「
三
枚
造
」
の
吊
手
金
具
と
さ

れ
る
。
金
具
の
全
長
は
二
七
・
五
㎝
を
測
る

が
、
全
体
に
わ
ず
か
に
湾
曲
し
て
い
る
た
め
、

復
元
長
は
二
七
・
七
～
二
七
・
八
㎝
程
度
に

な
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
出
土
し
て
い
る
三

枚
造
の
吊
手
金
具
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
長

い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
鍍
具
は
長
さ
三
・
○
㎝
で
、
幅
は
三
・
四

㎝
を
測
る
。
先
端
部
は
や
や
丸
み
を
帯
び
て

い
る
。
表
面
に
は
金
鍍
金
が
よ
く
遺
存
し
て

い
る
。
刺
金
は
「
T
」
字
形
に
つ
く
ら
れ
、

横
軸
棒
は
環
状
金
具
の
内
側
左
右
の
ほ
ぞ
穴
に
差
し
込
ま
れ
て
い
る
。
鋏
具
の
本
体
は
刺
金
の
横
軸
棒
と
平
行
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
軸
棒

を
、
長
方
形
板
状
金
具
の
上
端
を
丸
め
た
軸
受
内
に
巻
き
込
む
形
で
連
結
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
に
よ
り
鮫
具
自
体
も
遊

動
性
を
も
っ
て
い
る
。
鍍
旦
ハ
に
つ
づ
く
長
方
形
板
状
金
具
は
、
長
さ
一
〇
・
三
五
㎝
、
幅
三
・
二
㎝
、
厚
み
○
・
二
五
㎝
を
有
す
る
も
の

で
、
上
端
は
鋏
具
の
脚
が
収
ま
る
よ
う
両
角
に
劃
り
込
み
が
あ
る
。
表
面
に
は
計
八
本
の
金
銅
製
鋲
が
中
央
の
二
鋲
を
土
ハ
有
す
る
形
で
、

14
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上
と
下
五
本
ず
つ
の
二
単
位
に
施
さ
れ
て
い
る
。
中
円
板
は
長
さ
四
・
八
㎝
、
厚
み
は
○
・
一
五
㎝
を
有
す
る
も
の
で
、
表
面
の
金
鍍
金

は
す
べ
て
剥
れ
て
い
る
。
楕
円
の
中
心
に
は
径
○
・
三
㎝
ほ
ど
の
金
銅
製
鋲
が
打
た
れ
て
い
る
。
上
下
端
の
中
央
に
は
、
○
・
二
×
○
・

七
㎝
の
長
方
形
の
透
か
し
孔
が
穿
た
れ
、
そ
の
孔
に
幅
○
・
九
㎝
の
鉄
製
の
舌
状
金
具
が
通
さ
れ
て
、
コ
字
形
に
折
り
曲
げ
ら
れ
、
板
状

金
具
に
連
結
さ
れ
て
い
る
。
舌
状
金
具
は
別
造
り
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
板
状
金
具
と
の
接
合
は
加
熱
処
理
に
よ
る
鍛
接
で
は
な
い

か
と
推
定
さ
れ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
種
の
手
法
を
採
る
吊
手
金
具
は
、
今
の
と
こ
ろ
我
が
国
の
出
土
品
の
中
に
は
見
い
だ
せ
な
い
。

　
帯
状
部
分
の
下
端
を
構
成
す
る
板
状
金
具
は
、
隅
丸
長
方
形
状
を
呈
し
て
お
り
、
上
部
の
板
状
金
具
と
同
様
に
、
計
八
本
の
金
銅
製
鋲

が
二
単
位
で
打
た
れ
て
い
る
。
金
具
の
幅
は
二
・
九
～
三
・
三
㎝
を
測
り
、
先
端
に
移
行
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
幅
を
減
じ
て
い
る
。
中

円
板
と
上
、
下
の
板
状
金
旦
ハ
と
の
連
結
部
付
近
の
裏
面
に
は
、
平
織
の
布
と
思
わ
れ
る
有
機
質
が
多
量
に
付
着
し
て
い
る
。
他
の
出
土
例

に
も
同
様
な
状
態
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
胡
篠
本
体
を
構
成
す
る
繊
維
物
質
の
一
部
が
鋸
着
し
て
遺
存
し
た
も
の
と
理
解
で

き
る
。

　
吊
手
金
具
⑤
　
本
金
旦
ハ
も
吊
手
金
旦
ハ
②
と
同
様
の
材
質
と
構
造
を
有
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
欠
損
部
分
が
多
く
全
体
を
復
元
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
中
円
板
は
上
下
端
を
欠
損
す
る
が
、
中
央
の
楕
円
形
板
の
表
面
に
は
金
鍍
金
が
よ
く
遺
っ
て
い
る
。
幅
一
・
五
㎝

の
楕
円
形
部
の
中
央
に
は
金
銅
製
鋲
が
打
た
れ
て
い
る
。

　
鉄
剣
（
一
）
と
鉄
刀
（
五
）
に
鋸
着
す
る
板
状
金
具
は
、
そ
の
形
状
か
ら
帯
状
部
下
端
の
隅
丸
長
方
形
板
状
金
旦
ハ
と
考
え
ら
れ
る
。
上

部
一
・
六
㎝
の
所
で
折
れ
て
お
り
、
下
端
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
現
存
部
で
の
長
さ
は
、
舌
状
金
具
を
含
め
て
九
・
○
㎝
で
、
幅
は
三
・

○
～
三
・
三
㎝
を
測
る
。
推
定
さ
れ
る
全
長
は
九
・
八
㎝
前
後
で
は
な
か
ろ
う
か
。
表
面
に
は
金
銅
製
鋲
が
六
本
遺
存
し
て
い
る
。
鋲
は

二
単
位
構
成
を
と
る
も
の
で
、
吊
手
金
旦
ハ
③
と
ほ
ぼ
同
形
・
同
大
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
隅
丸
長
方
形
板
状
金
具
の
裏
面
上
端
と
中
円

板
と
の
連
結
部
付
近
に
、
平
織
の
布
片
が
付
着
し
て
お
り
、
舌
状
金
具
の
上
を
覆
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
②
の
吊
手
金
具
と
同
様
の
あ
り
方
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を
示
し
て
い
る
。

　
鉄
鐡
（
図
七
～
九
1
7
2
・
表
一
・
図
版
四
）

　
出
土
資
料
中
に
お
け
る
鉄
鍛
の
数
量
は
、
実
測
し
得
た
も
の
で
七
二
本
で
あ
る
。
他
に
鍼
身
や
茎
部
等
の
小
破
片
が
八
十
数
本
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
総
数
は
一
〇
〇
本
を
超
え
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
鉄
鍛
は
三
～
一
〇
数
本
で
束
状
に
鋸
着
し
て
い
る
も
の
が
多
く

鉄
鍛
塊
中
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
詳
細
な
観
察
が
困
難
な
状
態
で
あ
る
。

　
鉄
嫉
は
す
べ
て
長
頸
鍛
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
鉄
鍛
の
分
類
や
部
分
名
称
等
に
つ
い
て
は
、
主
に
杉
山
秀
宏
・
田
中
新
史
両

　
　
（
1
5
）

氏
の
論
考
を
参
考
と
し
た
。

　
以
下
、
各
群
別
お
よ
び
個
別
に
述
べ
て
い
き
た
い
。

　
A
群
（
1
～
1
0
）
　
一
〇
本
の
鉄
鑛
が
一
塊
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
鍛
身
か
ら
茎
部
ま
で
が
遺
存
す
る
も
の
は
四
本
あ
ま
り
で
全

体
の
大
き
さ
の
分
か
る
例
は
少
な
い
。

　
鍛
身
が
明
ら
か
な
も
の
は
五
本
あ
る
。
1
～
3
が
片
丸
造
長
三
角
形
鎌
に
分
類
さ
れ
、
1
の
身
部
長
は
一
五
・
二
㎝
を
測
る
。
鍛
身
は

長
さ
二
・
五
～
三
・
○
㎝
を
有
す
る
。
身
関
の
張
り
出
し
は
ゆ
る
い
。
4
は
頸
部
に
逆
刺
の
つ
く
片
逆
刺
三
角
形
鍛
で
あ
る
。
逆
刺
の
先

端
は
欠
損
し
て
い
る
。
造
込
に
つ
い
て
は
、
鍛
塊
中
に
あ
る
た
め
詳
ら
か
に
し
得
な
い
。
5
は
片
刃
箭
鑛
で
逆
刺
を
含
む
鑛
身
の
長
さ
は

長
大
で
、
八
・
八
㎝
を
測
る
。
茎
部
に
は
樹
皮
を
巻
き
つ
け
た
矢
柄
を
遺
す
例
が
認
め
ら
れ
る
。
鍛
塊
の
片
側
に
は
、
胡
篠
本
体
の
一
部

と
認
識
で
き
る
皮
革
状
の
有
機
質
が
付
着
し
て
い
る
。

　
B
群
（
1
1
～
1
8
）
　
八
本
の
鉄
鍛
が
一
塊
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
銃
化
は
著
し
い
。
鍛
身
か
ら
茎
部
ま
で
遺
存
す
る
も
の
が
三
例
あ

る
。
鍛
身
の
明
ら
か
な
も
の
は
四
例
を
数
え
る
。
1
1
は
片
刃
箭
鍬
で
鍛
身
の
長
さ
は
、
三
・
四
㎝
あ
ま
り
を
有
す
る
。
1
2
と
1
3
は
片
丸
造

長
三
角
形
鍬
で
、
と
も
に
現
存
長
一
六
・
二
㎝
を
測
る
。
身
部
の
長
さ
も
等
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
規
格
品
と
考
え
ら
れ
る
。
身
関

16
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は
わ
ず
か
に
突
出
す
る
形
で
、
鑛
身
の
両
肩
に
角
度
を
つ
け
て
仕
上
げ
て
あ
る
。
1
6
は
鍛
塊
中
に
あ
る
た
め
正
確
さ
を
欠
く
が
、
1
2
・
1
3

と
等
し
い
身
部
長
を
有
す
る
長
三
角
形
鍍
と
推
定
さ
れ
る
。

　
本
群
を
構
成
す
る
鉄
鑛
は
、
異
方
向
に
鋳
着
す
る
1
1
の
片
刃
箭
鐡
を
除
い
て
、
す
べ
て
同
形
・
同
大
の
長
三
角
形
鍬
の
規
格
品
を
束
ね

た
も
の
と
認
識
で
き
る
。

　
C
群
（
1
9
～
2
5
）
　
七
本
の
鉄
鍛
が
鋸
着
し
た
も
の
で
、
う
ち
五
本
が
鍛
身
か
ら
茎
部
ま
で
揃
う
。
鐵
身
の
明
ら
か
な
の
は
五
例
で
あ

る
。
1
9
は
片
丸
造
長
三
角
形
鍛
の
残
欠
で
、
鍛
身
長
は
三
・
四
㎝
を
測
る
。
身
関
の
突
出
は
わ
ず
か
で
、
全
体
に
長
身
で
剣
形
を
呈
し
て

い
る
。
2
0
と
2
1
は
鍬
身
幅
が
や
や
広
め
の
長
三
角
形
鍼
で
、
現
存
長
一
七
～
一
八
㎝
を
有
す
る
。
造
込
は
明
確
に
し
得
な
い
が
、
お
そ
ら

く
片
丸
造
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
2
2
は
片
刃
箭
鎌
で
逆
刺
は
鋭
く
、
鎌
身
の
長
さ
は
三
・
八
㎝
を
測
る
。
身
部
長
は
一
〇
・
八
㎝

と
や
や
短
身
で
あ
る
。
図
化
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
2
5
も
ほ
ぼ
同
形
の
鉄
鎌
で
あ
る
。
逆
刺
を
含
む
鎌
身
長
は
三
・
六
㎝
を
測
る
。
こ
の

よ
う
に
、
C
群
に
は
多
種
類
の
鉄
鍛
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
D
群
（
2
6
～
3
0
）
　
五
本
の
鉄
鍛
が
鋳
着
し
た
も
の
で
、
頸
部
下
半
を
欠
損
す
る
。
四
本
に
つ
い
て
は
鍛
身
が
遺
存
し
て
い
る
。
す
べ

て
長
三
角
形
鍬
で
、
造
込
は
両
丸
造
に
ち
か
い
。
鍬
身
の
長
さ
は
二
・
四
～
二
・
六
㎝
で
、
身
関
に
最
大
幅
を
も
つ
細
身
の
鍛
で
あ
る
。

大
き
さ
や
形
も
よ
く
揃
っ
て
い
て
規
格
品
と
推
定
さ
れ
る
。

　
E
群
（
3
1
～
3
8
）
八
本
の
鉄
鎌
が
一
塊
に
な
っ
て
い
る
。
鍬
身
か
ら
茎
部
ま
で
遺
存
す
る
の
は
二
例
の
み
で
あ
る
。
3
1
は
現
存
長
一

四
・
○
㎝
の
片
丸
造
柳
葉
鍛
で
、
鐵
身
中
央
部
に
最
大
幅
を
有
す
る
。
身
関
は
な
く
、
形
状
は
木
葉
形
で
丸
み
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
3
2

は
茎
部
を
欠
損
す
る
が
、
3
1
と
同
様
の
鉄
鑛
で
あ
る
。
こ
の
他
、
図
示
し
て
い
な
い
が
、
3
5
が
鍬
身
長
二
・
五
㎝
の
片
丸
造
長
三
角
形
鍛

で
、
3
6
が
鍬
身
長
三
・
○
㎝
を
測
る
片
刃
箭
鍬
で
あ
る
。

　
F
群
（
3
9
～
4
1
）
　
三
本
の
鉄
鍛
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
頸
部
下
半
を
欠
損
す
る
。
鍛
は
す
べ
て
片
刃
箭
鍛
で
、
身 17
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部
長
三
・
五
～
三
・
八
㎝
と
ほ
ぼ
同
形
・

同
大
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
C
群
の
2
2
と

25

ﾌ
鉄
鍍
も
こ
れ
と
類
似
す
る
。

　
G
群
（
4
2
・
4
3
）
　
4
2
は
鍬
身
長
二
・

五
㎝
を
有
す
る
片
丸
造
長
三
角
形
鍛
で
、

身
関
は
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
。
4
3
は
長
身

の
片
刃
箭
鍛
の
頸
部
ま
で
の
破
片
で
、
逆

刺
を
含
む
鍬
身
長
は
お
よ
そ
九
・
五
㎝
で

あ
る
。
鎌
身
の
先
端
が
刀
子
形
を
呈
す
る

身
幅
○
・
七
㎝
の
鍛
で
あ
る
。

　
H
群
（
4
4
～
4
8
）
　
五
本
の
鉄
鍍
が
一

塊
に
な
っ
て
、
鉄
刀
（
二
）
の
切
先
ち
か

く
に
鋸
着
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
鍛
も
頸

部
下
半
を
欠
損
す
る
が
、
鍛
身
の
形
態
は

判
別
で
き
る
。
4
4
は
両
丸
造
長
三
角
形
鐡

と
推
定
さ
れ
る
。
4
5
と
4
6
は
と
も
に
片
逆

刺
を
有
す
る
両
丸
造
長
三
角
形
鐡
で
、
鍛

身
長
は
二
・
三
～
二
・
五
㎝
程
に
復
元
で

20
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き
る
。
逆
刺
の
長
さ
は
4
6
の
鍬
で
二
・
二
㎝
を
測
る
。
4
7
と
4
8
は
い
ず
れ
も
片
刃
箭
鑛
で
、
八
㎝
以
上
の
鍬
身
を
も
つ
刀
子
形
の
鉄
鍛
と

考
え
ら
れ
る
。
鍛
塊
中
に
あ
る
た
め
、
詳
細
な
観
察
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
1
群
（
4
9
～
5
1
）
　
三
本
の
鉄
鍬
が
銃
着
し
た
も
の
で
あ
り
、
5
1
の
み
茎
部
ま
で
遺
存
す
る
。
鍛
身
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
4
9
と
5
0
で

と
も
に
剣
身
形
を
呈
す
る
長
三
角
形
鍬
で
あ
る
。
鎌
身
の
長
さ
は
三
・
四
～
三
・
七
㎝
で
、
先
端
に
は
肩
部
を
造
り
出
し
て
い
る
。
造
込

は
片
丸
造
で
、
身
関
は
わ
ず
か
に
山
形
に
突
出
し
て
い
る
。
5
1
は
鍬
塊
中
に
あ
る
た
あ
、
鍬
身
の
形
態
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
先
の

二
例
と
同
形
の
可
能
性
が
高
い
。

　
J
・
K
・
L
群
（
6
4
～
6
6
・
6
7
～
6
8
・
7
1
～
7
2
）
　
こ
れ
ら
の
鉄
鎌
群
は
、
す
べ
て
頸
部
か
ら
茎
部
に
か
け
て
の
残
欠
で
、
形
式
の
分

か
る
例
は
7
2
の
片
刃
箭
鍛
一
例
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
他
、
単
体
の
鉄
鍬
の
う
ち
で
、
5
2
が
唯
一
全
形
の
分
か
る
例
で
あ
る
。
全
長
は
一
五
・
三
㎝
で
、
鍛
身
長
二
・
二
㎝
を
測
る
片
丸

造
長
三
角
形
鍛
で
あ
る
。
身
関
に
は
わ
ず
か
に
扶
り
込
み
が
あ
り
、
小
ぶ
り
の
鑛
身
を
も
つ
。
矢
柄
の
木
質
が
よ
く
遺
存
し
て
い
る
。
5
3

も
片
丸
造
長
三
角
形
鍬
で
あ
る
が
、
鍛
身
長
が
三
・
六
㎝
と
長
く
、
身
の
中
央
に
稜
を
有
す
る
。
5
4
～
6
0
は
身
関
の
無
い
柳
葉
鍛
で
、
鍬

身
長
や
形
状
に
少
し
ず
つ
差
が
認
め
ら
れ
る
。
鍬
身
の
長
さ
も
二
・
四
～
三
・
四
㎝
と
幅
が
あ
り
、
5
4
と
5
6
は
先
端
部
に
丸
み
を
有
す
る
。

55

ﾍ
頸
部
へ
の
移
行
箇
所
に
つ
よ
い
絞
り
が
み
ら
れ
る
。
す
べ
て
造
込
は
片
丸
造
で
、
鍬
身
中
央
に
稜
の
あ
る
も
の
も
多
い
。
6
1
と
6
2
は

馨
箭
鑑
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
、
鍛
身
の
先
端
は
鋭
角
を
な
し
て
い
る
。
6
2
は
頸
部
の
剥
離
が
著
し
く
、
原
形
よ
り
も
全
体
的
に
痩
せ
て

い
る
。
ま
た
、
6
3
は
刀
子
形
を
呈
す
る
片
刃
箭
鍬
で
、
先
端
は
欠
損
す
る
も
の
の
、
八
㎝
以
上
の
鑛
身
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

刀
子
・
釘
状
鉄
製
品
（
図
九
1
7
3
・
7
4
～
7
6
・
図
版
四
）

　
刀
子
は
鉄
製
で
把
の
先
端
を
欠
損
す
る
。
全
長
一
三
・
八
㎝
で
、
刃
部
の
長
さ
は
一
〇
・
一
㎝
を
測
る
。
身
幅
は
一
・
○
～
一
・
三
㎝

で
、
厚
み
は
○
・
三
㎝
を
有
す
る
。
刃
部
の
造
込
は
平
造
で
あ
り
、
棟
は
平
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
把
に
は
多
く
の
木
質
が
付
着
し
て
お

21



（単位＝cm）

考
備

）
㎏
量
重

　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
門
D
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
1
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
5
・
2
6
3
8
7
7
9
4
4
7
4
　
　
5
　
　
　
　
0
1
9
　
　
8
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
…
　
　
　
°
　
　
　
．
　
　
　
°
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
°
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
凸
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
7
1
8
6
4
8
3
6
5
6
0
9
　
　
8
　
　
　
　
5
2
8
　
　
4
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
1
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
3
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
2
」
　
　
　
　
　
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
コ

み
厚

の
＝
＝
一
　
＝
　
　
一
＝
9
の
＝
3
　
＝
＝
一
＝
の
ユ
3
3
。
9
　
浴
　
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
1
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
0
0
0
　
　
　
0

部
茎

幅

α9

＝
＝
∴
黶
＝
@
＝
巧
L
。
＝
㎎
＝
＝
＝
二
L
。
認
α
・
α
・
部
叱

長

鰍
＝
≡
＝
一
二
．
二
嫁
姐
＝
慮
二
＝
＝
＝
脇
謙
糠
躯
躯
終

み
厚

葱
・
茸
頚
葱
葱
1
云
溝
4
茸
茄
量
塩
3
玉
缶
葱
£
£
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0

部
頸

幅

コ
コ
薯
£
路
右
薯
三
葱
葱
島
書
茄
毒
8
三
洛
備
厚
£
5
3
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
　
0
0
0
0
0
0
0
0
0

長

＜
＜
＜
　
　
＜
＜
＜
＜
＜
＜
　
　
　
　
＜
＜
　
　
　
　
＜
　
　
　
　
＜
　
＜
＜
　
く
く
く
く
　
　
く
く
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
鵠
瀦
認
認
認
　
憂
娼
㎝
認
鶴
駕
M
麗
冠
謡
嘱
罷
e
。
”
。
。
銘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

み
厚

二
・
・
茄
・
3
…
島
葦
　
3
3
量
3
3
書
2
鴛
護
　
＝
一
＝
＝
4
　
0
0
　
0
0
　
0
0
　
0
0
0
0
0
0
　
　
　
0
　
0
0
0
．
0
0
0
0
0
0
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

部
身
鑛

幅

＝
3
書
・
漂
書
£
急
　
£
窒
ユ
ユ
ユ
の
ユ
ユ
名
　
＝
＝
＝
ヨ
　
0
0
0
　
1
0
1
0
1
1
　
1
　
1
1
　
　
　
1
　
1
1
　
1
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
0
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

長

　
　
　
　
　
＜
＜
＜
＜
　
　
＜
　
　
　
　
　
　
＜
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
　
　
　
　
＜
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ニ
コ
洛
3
渇
あ
5
万
3
　
4
〃
4
　
忍
洛
3
3
ゆ
」
4
惑
4
’
3
2
五
　
＝
一
一
＝
一
5
　
3
3
3
2
9
2
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
Q
　
3
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3
3
2
3
2
2
3
3
2
1
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

長
部
身

＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
く
く
＜
＜
＜
＜
＜
＜
　
　
く
く
く
く
く
＜
＜
＜
＜
＜
く
く
＜
＜
＜
＜
＜
＜
く
く
5
5
0
0
2
1
5
1
ゐ
②
⑩
　
’
4
3
2
5
2
3
3
の
五
3
3
3
石
ユ
9
る
3
4
4
2
五
の
マ
η
3
a
a
6
。
a
ヱ
艮
焦
9
。
6
8
8
8
5
8
8
n
5
9
n
6
4
4
6
7
7
1
3
7
7
6
4
5
0
6
7
6
4

長
存
現

1
5
0
0
2
1
5
1
5
2
0
4
9
2
5
3
6
8
5
5
9
3
9
6
1
9
5
5
9
0
3
0
1
4
1
8
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
．
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
…
　
　
　
°
　
　
　
．
　
　
　
°
　
　
　
°
　
　
　
°
　
　
　
．
　
　
　
°
　
　
　
°
　
　
　
°
　
　
　
°
　
　
　
°
　
　
　
°
　
　
　
°
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
6
6
6
6
7
1
1
9
6
8
8
8
5
8
5
5
5
9
2
6
4
4
6
7
7
3
7
0
1
0
7
5
8
0
8
4
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7

22



世田谷区御嶽山古墳出土遺物の調査

表1　御嶽山古墳　鉄鑛計測値
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5
7
8
7
7
7
7
9
8
7
6
7
6
6
6
6
　
　
6
5
4
6
6
5
6
7
6
6
6
6
6
5
6
6
6
6
7
6
位
a
a
a
q
甑
q
a
O
．
0
。
σ
a
砿
q
住
　
甑
a
O
．
色
0
。
a
α
q
位
0
。
佳
a
σ
住
0
。
a
a
α
q
a

長

　
＜
く
く
く
＜
＜
＜
＜
＜
＜
　
　
　
＜
＜
　
　
＜
＜
＜
　
　
　
　
　
＜
　
　
＜
＜
＜
＜
＜
　
　
　
＜
＜
く
く
の
β
2
の
ユ
洛
洛
3
潟
3
の
9
2
洛
3
惑
ユ
の
つ
4
3
」
ユ
　
ゐ
お
ユ
あ
ゐ
洛
乃
ユ
3
4
の
」
お
1
2
U
1
4
1
4
8
6
5
1
4
3
4
4
1
0
1
0
1
3
U
1
0
1
0
7
4
n
U
8
　
3
9
7
5
2
3
3
8
4
7
7
1
0
0

み
厚

α3

ｦ
　
鳴
＝
≡
α
・
豚
＝
＝
α
・
㎝
晒
一
α
3
α
・
脆
堕
α
・
隠
　
欝

部
身
鐡

幅

L・

k・

藷
�
黶
℃
N
蟹
＝
　
＝
α
・
u
卯
露
α
9
L
・
L
・
σ
・
巧
ω
　
誌

長

＜
　
＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
　
＜
瑞
器
龍
＝
＝
講
錫
＝
師
＝
離
謡
　
「
鷺
鑛
冤
鴛
　
総

長
部
身

器
難
譲
羅
聾
器
糠
誇
駕
聾
懇
蝶
膿
艦

長
存
現

瀧
鶴
癬
瀦
麗
侃
瀧
謙
揚
認
㎜
鵬
瀧
漏
詔
謡
認
”
ぷ
器

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
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り
、
両
関
と
考
え
ら
れ
る
。
全
体
に
身
幅
に
対
し
て
短
身
の
つ
く
り
を
示
し
て
い
る
。

　
釘
状
鉄
製
品
と
し
た
も
の
は
全
部
で
三
点
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
頭
部
の
錺
化
が
著
し
く
、
身
の
表
面
に
は
木
質
お
よ
び
皮
革
状

物
質
が
付
着
し
て
い
る
。
頭
部
の
径
は
一
・
六
×
二
・
○
㎝
の
楕
円
形
な
い
し
隅
丸
方
形
状
を
呈
し
、
身
の
断
面
は
方
形
に
ち
か
く
一
辺

○
．
五
㎝
を
測
る
。
全
長
が
分
か
る
例
は
な
い
が
、
六
・
七
㎝
以
上
を
有
す
る
こ
と
は
確
実
で
、
本
来
は
一
〇
㎝
ほ
ど
の
長
さ
を
も
つ
も

の
と
推
測
で
き
る
。

　
釘
使
用
木
棺
が
一
般
化
す
る
の
が
古
墳
時
代
後
期
の
段
階
か
ら
と
す
れ
ば
、
本
製
品
が
木
棺
に
伴
う
可
能
性
は
少
な
い
。
出
土
状
況
が

不
明
な
の
で
、
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
胡
篠
に
付
属
す
る
金
具
の
一
部
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て

は
、
製
品
の
表
面
に
皮
革
状
物
質
が
多
く
遺
存
し
て
い
る
こ
と
で
、
先
の
吊
手
金
具
裏
面
の
状
態
と
良
く
似
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、

頭
部
を
わ
ざ
わ
ざ
楕
円
形
状
に
大
き
く
造
り
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
胡
鎮
の
方
立
部
の
構
造
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
、
飾
鋲
と
し
て

の
機
能
も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
出
土
例
に
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
具
体
的
な
検
証

は
保
留
し
て
お
く
。

円
筒
埴
輪
（
図
一
〇
）

　
『
等
々
力
大
塚
』
の
注
記
を
も
つ
埴
輪
片
と
と
も
に
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
資
料
が
五
点
あ
る
。
い
ず
れ
も
出
土
状
況
は
不
明
で
あ
る

が
、
御
嶽
山
古
墳
か
ら
の
採
集
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　
1
は
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
の
ロ
縁
基
部
の
破
片
で
、
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
胎
土
中
に
は
砂
粒
を
多
く
含
み
、
小
礫
の
混
入
は
少
な
い
。
凸

帯
（
タ
ガ
）
は
台
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
に
よ
る
一
次
調
整
の
の
ち
、
二
次
調
整
と
し
て
凸
帯
上
部
に
B
種
ヨ
コ
ハ
ケ

を
施
す
。
内
面
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
に
よ
る
調
整
で
、
凸
帯
の
裏
側
に
は
横
方
向
に
ナ
デ
が
み
ら
れ
る
。
2
は
二
段
目
凸
帯
付
近
の
円
筒
埴
輪

片
で
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
胎
土
中
に
は
石
英
、
長
石
お
よ
び
白
色
骨
針
状
物
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
に
よ
る
一
次
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醸韓榊

　　　　　　2

1

遭
騒．

　　　　54　0　　　　10㎝

図10　円筒埴輪（1／4）

調
整
の
み
で
、
内
面
に
は
止
め
る
タ
テ
ハ
ケ
を
用

い
て
い
る
。
凸
帯
は
上
端
が
や
や
突
出
し
、
台
形

と
M
字
形
の
中
間
形
態
を
示
す
。
3
も
赤
褐
色
を

呈
す
る
も
の
で
、
胎
土
中
に
骨
針
状
物
質
を
含
ん

で
い
る
。
外
面
は
一
次
調
整
の
タ
テ
ハ
ケ
、
二
次

調
整
と
し
て
凸
帯
上
部
に
B
種
ヨ
コ
ハ
ケ
を
用
い

る
。
内
面
は
タ
テ
ハ
ケ
調
整
の
み
で
あ
る
。
凸
帯

は
下
端
の
突
出
が
著
し
く
、
M
字
形
を
呈
し
て
い

る
。
ス
カ
シ
孔
は
全
体
に
や
や
楕
円
形
に
ち
か
く
、

外
面
よ
り
も
内
面
の
方
が
大
き
く
穿
た
れ
て
い
る
。

4
も
3
と
同
様
の
胎
土
・
色
調
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
。
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
に
よ
る
一
次
調
整
の
の

ち
、
B
種
ヨ
コ
ハ
ケ
に
よ
る
二
次
調
整
を
施
す
。

内
面
は
タ
テ
ハ
ケ
で
あ
る
が
、
凸
帯
の
裏
面
に
は

ナ
デ
が
み
と
め
ら
れ
る
。
凸
帯
は
M
字
形
に
ち
か

く
、
上
下
の
ナ
デ
も
丁
寧
で
あ
る
。
5
は
底
部
片

で
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
胎
土
中
に
骨
針
状
物
質
を

含
む
。
内
外
面
と
も
に
粗
い
ナ
デ
が
み
ら
れ
る
。

25



　
こ
れ
ら
の
円
筒
埴
輪
の
厚
み
は
、
一
・
○
～
二
・
三
㎝
と
比
較
的
厚
く
つ
く
ら
れ
、

な
い
こ
と
か
ら
、
害
窯
に
よ
る
焼
成
と
考
え
ら
れ
る
。

焼
成
も
堅
緻
で
あ
る
。
外
面
に
黒
斑
が
認
め
ら
れ

26

四
　
出
土
遺
物
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
検
討

1

遺
物
の
出
土
状
態
に
つ
い
て

　
遺
物
の
出
土
状
況
に
関
し
て
は
、
徳
川
氏
の
略
報
に
も
あ
る
よ
う
に
、
詳
細
な
記
録
類
（
図
面
や
写
真
）
が
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
た

め
、
正
確
な
出
土
位
置
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
徳
川
氏
の
発
掘
記
録
の
メ
モ
に
大
ま
か
な
出
土
位
置
が
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
あ
る
程
度
の
復
元
が
可
能
で
あ
る
。

　
個
々
の
遺
物
の
状
態
と
メ
モ
を
参
考
に
作
成
し
た
の
が
、
図
一
一
の
遺
物
出
土
状
況
の
推
定
復
元
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
三
角

板
鋲
留
短
甲
と
横
矧
板
鋲
留
短
甲
の
二
領
は
、
主
体
部
の
東
端
に
埋
納
さ
れ
て
い
る
。
出
土
時
は
、
二
領
の
短
甲
が
縦
方
向
に
入
れ
子
の

状
態
で
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
が
も
と
も
と
寝
か
さ
れ
た
状
態
で
埋
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
と
い
え
る
。
し
か
し
、
前
胴
を
上

に
し
た
か
、
下
に
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
横
矧
板
鋲
留
短
甲
が
き
わ
め
て
小
型
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
三

角
板
鋲
留
短
甲
の
前
胴
が
や
や
開
き
ぎ
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
横
矧
板
鋲
留
短
甲
の
方
が
も
う
一
方
の
短
甲
に
包
ま
れ
る
形
で
、
東
端
部

に
埋
納
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
詳
細
な
デ
ー
タ
が
乏
し
い
の
で
そ
の
判
断
は
保
留
し
て
お
き
た
い
。

　
一
方
、
鉄
刀
や
鉄
剣
類
は
短
甲
よ
り
も
西
側
か
ら
、
重
な
る
よ
う
な
形
で
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
ら
し
い
。
そ
れ
に
つ
づ
い
て
、
胡
籔
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金
具
と
鉄
鍛
群
が
縦
方
向
に
検
出
さ
れ
て
い
る
。
鉄
剣
（
一
）
の
関
付
近
に
は
胡
篠
に
付
属
す
る
吊
手
金
具
が
錺
着
し
て
い
る
こ
と
や
、

鉄
刀
（
二
）
の
切
先
に
鉄
鍛
塊
が
鋸
着
す
る
点
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
鉄
刀
（
二
）
が
切
先
を
西
側
に
、
鉄
剣

（一

j
が
切
先
を
東
に
向
け
て
埋
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
鉄
鍬
は
ほ
と
ん
ど
が
複
数
で
鋸
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
束
状
な
い

し
は
胡
篠
に
盛
ら
れ
た
状
態
で
副
葬
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
鉄
鍼
塊
の
中
に
は
、
胡
籔
本
体
の
一
部
が
付
着
し
て
い
る
も
の
が
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
が
分
か
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
よ
り
西
側
の
離
れ
た
箇
所
か
ら
も
鉄
鍛
群
が
検
出
し
て
い
る
ら
し
い
。
鉄
鉾
や
石
突

に
関
し
て
は
、
他
の
遺
物
の
痕
跡
が
な
い
点
よ
り
、
出
土
位
置
の
特
定
は
難
し
い
。
棺
上
あ
る
い
は
棺
外
に
置
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
鉄
製
武
器
・
武
具
類
が
単
一
施
設
内
の
近
接
し
た
場
所
に
、
ま
と
め
て
埋
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　
副
葬
品
の
中
で
、
と
く
に
短
甲
の
埋
納
状
態
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
田
中
新
史
氏
の
分
析
で
は
、
鋲
留
短
甲
の
出
現
段
階
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

は
、
二
領
の
短
甲
を
そ
れ
ぞ
れ
頭
位
と
脚
位
の
二
か
所
に
分
け
て
、
棺
外
の
木
口
板
に
接
し
て
立
て
る
例
が
一
般
的
な
埋
納
方
法
と
さ
れ

図11遺物出土状態の復元図
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て
い
る
。
こ
の
方
法
を
採
る
例
と
し
て
、
千
葉
県
八
重
原
一
号
墳
や
京
都
府
二
子
山
南
墳
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
棺
内
埋
納
か
棺
外
埋
納
か

は
別
と
し
て
、
御
嶽
山
古
墳
の
短
甲
埋
納
の
状
態
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
本
例
は
む
し
ろ
少
数
例
に
属
す
と
考
え
ら
れ
る
。
今

の
と
こ
ろ
、
同
種
の
埋
納
を
示
す
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
鋲
留
短
甲
二
領
を
出
土
す
る
古
墳
が
、
ご
く
短
期
間
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
現

象
を
と
ら
え
て
、
田
中
氏
は
大
王
側
の
政
権
交
代
期
に
関
連
し
て
、
在
地
首
長
に
対
し
甲
冑
が
広
範
囲
に
配
布
さ
れ
た
結
果
と
考
え
て
い

（
1
7
）

る
。
こ
の
問
題
は
武
具
の
み
で
な
く
、
舶
載
の
武
器
や
装
身
具
等
の
副
葬
の
あ
り
方
と
も
関
係
す
る
重
要
な
提
言
と
い
え
よ
う
。

2

胡
籔
金
具
に
つ
い
て
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本
古
墳
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
中
で
、
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
と
認
識
で
き
る
。

　
近
年
、
胡
鎮
に
関
し
て
は
、
そ
の
多
様
な
付
属
金
具
の
集
成
に
基
づ
い
た
精
緻
な
研
究
が
行
わ
れ
、
形
態
や
変
遷
に
つ
い
て
も
具
体
的

　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

に
検
討
さ
れ
始
め
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
坂
靖
氏
は
良
好
な
出
土
状
態
を
有
す
る
例
を
も
と
に
、
胡
篠
金
具
本
体
の
復
元
案
と
そ
の
編
年

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
V

案
を
提
示
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
参
考
に
し
て
、
御
嶽
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
胡
篠
の
吊
手
金
具
の
類
例
を
比
較
検
討
し
た
い
。

　
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
例
は
鍍
具
を
伴
う
三
枚
構
成
の
吊
手
金
具
で
あ
る
。
同
種
の
も
の
と
し
て
は
、
日
本
で
は
福
岡
県
月
の
岡

古
墳
．
京
都
府
私
市
円
山
古
墳
・
愛
知
県
お
つ
く
り
山
古
墳
・
福
井
県
天
神
山
七
号
墳
・
兵
庫
県
カ
ン
ス
塚
古
墳
・
千
葉
県
内
裏
塚
古
墳

例
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
韓
国
で
は
福
泉
洞
2
2
号
墳
例
が
有
名
で
あ
る
（
図
一
二
）
。

　
こ
れ
ら
の
吊
手
金
具
は
、
確
か
に
形
態
的
に
は
き
わ
あ
て
酷
似
す
る
例
も
あ
る
が
、
表
二
に
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
大
き
さ
や
材
質
、

お
よ
び
細
か
な
構
造
の
面
で
は
、
か
な
り
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
日
本
の
出
土
品
中
で
は
、
革
綴
短
甲
を
伴
う
点
で
初
現
期
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
天
神
山
七
号
墳
例
が
、
全
長
一
四
・
五
㎝
と
も
っ
と
も
小
型
品
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
五
世
紀
中
葉
頃
に
位
置
づ
け
ら
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表2三枚構成の胡鎮吊手金具の材質

　　　構成部分

o土古±

全長×幅

@（cm）
鋏　具

上部板状

煖
中円板

下部板状

煖
上下金具の連結方法

福泉洞22号墳 ①21．6x2．6

A20．0×2．6
金銅製 金銅製 金銅製 金銅製 舌状造り出しによる。

月の岡古墳 22，0×2．8 金銅製 金銅製 金銅製 金銅製 舌状造り出しによる。

カンス塚古墳 ×2．7 金銅製 金銅製 金銅製 鮫具は軸受・他鋲留め

私市円山古墳 ①22．6x2．5

A21．7x2，5
金銅製 鉄地金銅

｣製
鉄地金銅

｣製
鉄地金銅

｣製
舌状造り出しによる。

天神山7号墳 ①14．5x1．6

A14，0×1．6
鉄　製 銀　製 鉄　製 鉄　製 鋲留め。

おつくり山古墳 x3．0 金銅製 金銅製 舌状造り出しによる。

御嶽山古墳 ①27．8x3，4

A　　x3，4
金銅製 鉄製 金銅製 鉄　製 別造りの舌状金具によ

驕B

内裏塚古墳 21．8x2．8 金銅製 金銅製 金銅製 金銅製 舌状造り出しによる。

れ
る
月
の
岡
古
墳
・
内
裏
塚
古
墳
例
は
二
二
㎝
前
後
と
大
型
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

二
例
は
、
韓
国
福
泉
洞
2
2
号
墳
例
に
き
わ
め
て
似
た
つ
く
り
を
示
し
て
お
り
、
同
じ

系
統
の
工
人
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
私
市
円
山
古
墳

例
に
つ
い
て
は
、
鉄
地
金
銅
張
製
と
い
う
技
法
的
に
新
し
い
要
素
を
有
す
る
も
の
の
、

形
態
的
に
は
上
記
の
諸
例
と
共
通
す
る
つ
く
り
を
も
っ
て
い
て
、
舶
載
品
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
比
べ
て
、
御
嶽
山
古
墳
例
は
さ
ら
に
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
つ

く
ら
れ
、
全
長
二
八
㎝
ち
か
く
を
有
す
る
大
型
品
と
い
え
る
。

　
材
質
の
面
で
は
、
鍍
旦
ハ
に
関
し
て
は
金
銅
製
と
鉄
製
の
二
種
類
に
限
ら
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
板
状
金
具
に
つ
い
て
は
、
金
銅
製
、
鉄
製
、
鉄
地
金
銅
張
製
と

い
う
よ
う
に
多
様
な
あ
り
方
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
円
板
は
金
銅
製
が
主
体

的
で
は
あ
る
が
、
天
神
山
七
号
墳
例
の
よ
う
に
、
銀
製
の
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
上
下
の
板
状
金
具
と
中
円
板
は
普
通
同
じ
材
質
で
作
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
天
神
山
七
号
墳
例
と
御
嶽
山
古
墳
例
に
限
っ
て
は
、
鉄
と
銀
、

鉄
と
金
銅
と
い
う
よ
う
に
、
異
な
る
材
質
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
帯
状
金
具
ど
う
し
を
連
結
す
る
方
法
と
し
て
は
、
胡
篠
本
体
に
直
接
鋲
留
す
る
カ

ン
ス
塚
古
墳
や
天
神
山
七
号
墳
例
が
あ
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
カ
ン
ス
塚
古
墳
の
場

合
、
鍍
具
だ
け
は
軸
受
に
よ
り
連
結
さ
せ
て
い
る
が
、
天
神
山
例
は
す
べ
て
の
金
具

が
独
立
し
て
い
る
。
金
銅
製
の
板
状
金
具
を
用
い
た
場
合
は
、
月
の
岡
古
墳
例
や
内
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1

1．A類（天神山7号墳）

2．B類（福泉洞22号墳）

図13胡鎮の復元

裏
塚
古
墳
例
に
み
る
よ
う
に
、
板
状
金
旦
ハ
の
先
端
を
舌
状
に
造
り

出
し
、
中
円
板
の
ス
リ
ッ
ト
に
差
し
込
ん
で
、
先
端
を
U
字
形
に

折
り
曲
げ
て
連
結
す
る
方
法
が
一
般
的
と
解
釈
さ
れ
る
。
御
嶽
山

古
墳
例
の
場
合
、
基
本
的
に
は
同
じ
手
法
を
用
い
て
は
い
る
が
、

連
結
の
役
目
を
果
た
す
舌
状
金
旦
ハ
を
別
造
り
の
鉄
製
金
旦
ハ
に
し
て

い
る
点
が
、
他
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
技
術
的
に
み
て
も
、

む
し
ろ
難
し
い
と
思
わ
れ
る
方
法
を
選
択
し
た
理
由
と
し
て
、
吊

手
金
旦
ハ
の
大
型
化
に
伴
う
強
度
の
必
要
性
が
あ
っ
た
た
め
と
理
解

さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
実
用
性
を
重
視
し
た
つ
く
り
と
解
釈
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
坂
氏
に
よ
る
胡
篠
の
復
元
に
よ
れ
ば
、
導
入
期

（
五
世
紀
前
半
～
中
葉
）
の
胡
篠
に
は
A
と
B
二
つ
の
タ
イ
プ
が

あ
る
（
図
＝
二
）
。
A
類
は
方
立
部
上
端
の
コ
ー
ナ
ー
に
取
り
つ
く
、

コ
字
形
金
具
を
伴
う
も
の
で
、
天
神
山
七
号
墳
例
や
私
市
円
山
古

墳
例
が
含
ま
れ
る
。
B
類
は
胡
篠
の
方
立
部
前
面
に
つ
く
、
U
字

形
の
飾
金
具
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
、
韓
国
福
泉
洞
2
2
号
墳
を
は

じ
め
、
月
の
岡
古
墳
や
内
裏
塚
古
墳
例
な
ど
の
、
金
銅
製
三
枚
造

の
吊
手
金
具
を
伴
う
も
の
が
多
い
。

　
御
嶽
山
古
墳
例
の
場
合
、
吊
手
金
具
の
み
の
出
土
で
あ
り
、
他
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の
付
属
金
具
は
資
料
中
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
胡
籔
の
形
式
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
つ
く
り
自
体
の
素
朴

さ
と
実
用
性
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
A
類
に
ち
か
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
A
類
の
胡
篠
は
出
土
古
墳
の
年
代
か
ら
、
五

世
紀
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
用
い
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
本
例
も
そ
の
年
代
幅
の
中
に
お
さ
ま
る
製
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　
吊
手
金
具
自
体
の
規
格
が
す
な
わ
ち
、
胡
篠
の
形
態
や
大
き
さ
に
関
連
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
類
例
の
増
加
を
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
吊
手
金
旦
ハ
の
形
態
に
関
し
て
は
、
田
中
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
円
部
を
大
き
く
造
り
出
す
も
の
が
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

り
古
式
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
韓
国
中
央
博
物
館
所
蔵
の
資
料
と
、
天
神
山
例
と
の
比
較
に
よ
り
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。
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3
　
鉄
鎌
に
つ
い
て

　
図
化
し
得
た
鉄
鍛
七
二
本
の
う
ち
、
鍛
身
の
形
態
が
明
ら
か
な
も
の
は
四
七
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
未
実
測
の
鉄
鑛
を
含
め
る
と
五
一
本

に
な
る
。
こ
れ
ら
は
鍬
身
の
形
や
特
徴
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
に
、
大
き
く
五
種
類
に
分
類
で
き
る
（
図
一
四
）
。

A
類
　
　
鐡
身
部
が
長
三
角
形
を
呈
す
る
も
の
で
、
身
関
を
有
し
、
刃
部
先
端
に
向
か
っ
て
し
だ
い
に
細
く
つ
く
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

B
類
　
　
鍬
身
が
三
角
形
を
な
し
、
頸
部
に
片
逆
刺
を
有
す
る
も
の
。

C
類
　
　
鍛
の
刃
部
が
ほ
ぼ
平
行
し
、
身
関
が
明
瞭
で
は
な
く
、
鍛
の
先
端
に
丸
み
を
有
す
る
も
の
。
柳
葉
鍛
に
含
ま
れ
る
。

D
類
　
　
刀
子
形
を
呈
す
る
鍬
身
を
有
す
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
片
刃
箭
鍛
と
い
わ
れ
る
も
の
。

E
類
　
　
鐡
身
が
短
く
、
三
角
形
に
尖
る
形
態
を
示
し
、
身
の
中
央
に
稜
が
あ
る
。
圭
頭
な
い
し
盤
箭
鍛
に
含
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
長
三
角
形
鍛
の
中
で
も
、
細
か
な
形
態
の
差
異
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
五
類

A
類
に
属
す
鉄
鍛
は
二
〇
本
で
も
っ
と
も
多
い
。

に
細
分
が
可
能
で
あ
る
。

①
類
は
鍛
の
先
端
が
直
線
的
に
尖
る
も
の
で
、
身
関
も
直
角
に
ち
か
い
形
態
を
有
す
る
。
②
類
は
①
類
に
比
べ
、

鍛
身
の
肩
に
角
度
を
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図14　鉄鍬の分類と出土の割合

つ
け
て
い
る
た
め
、
先
端
部
は
や
や
鈍
角
に
な
っ
て
い
る
。
③
類
と
し
た
も
の
は
、
剣
身
形
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
鍛
の
中
央
に
稜
が
あ
り
先
端
の
尖
り
方
は
鈍
い
。
身
関
は
明
瞭
で
あ
る
。
④
類

と
⑤
類
は
身
関
の
切
り
込
み
が
弱
い
撫
角
の
も
の
で
、
短
身
の
鎌
を
④
類
、
長
身
の
鍬
を
⑤
類
と

し
た
。
⑤
類
の
鍬
は
②
類
と
同
様
に
、
鐵
の
先
端
付
近
に
肩
を
有
し
て
い
る
。

　
B
類
の
鉄
鍛
は
確
実
な
も
の
三
本
で
あ
り
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
客
体
的
な
存
在
と
い
え
る
。
な

お
、
鍛
塊
中
に
あ
る
た
め
、
判
別
が
不
可
能
な
個
体
も
多
々
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
C
類
は
一
三
本
認
め
ら
れ
、
鍛
身
の
形
態
に
よ
り
二
類
に
細
分
さ
れ
る
。
①
類
は
身
関
か
ら
頸

部
へ
の
移
行
が
比
較
的
緩
や
か
な
も
の
で
あ
り
、
②
類
は
身
関
付
近
が
強
く
絞
ら
れ
、
身
の
両
端

に
肩
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
D
類
は
＝
二
本
と
、
C
類
と
同
じ
く
多
く
認
め
ら
れ
る
形
式
で
、
身
の
逆
刺
ま
で
の
長
さ
に
よ

り
二
類
に
分
類
で
き
る
。
①
類
は
短
身
の
片
刃
箭
鍛
で
主
体
を
占
め
て
い
る
。
②
類
と
し
た
も
の

は
、
鍬
身
長
が
八
㎝
以
上
を
有
す
る
長
身
の
片
刃
箭
鎌
で
、
五
本
程
が
認
め
ら
れ
る
。

　
E
類
は
最
も
少
な
く
、
①
類
の
圭
頭
形
を
呈
す
る
も
の
、
②
類
の
馨
箭
形
式
を
な
す
も
の
が
そ

れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
御
嶽
山
古
墳
出
土
の
鉄
鍬
に
つ
い
て
は
、
遺
存
す
る
資
料
の
み
を
対
象
と
し
た

場
合
の
鉄
鍼
構
成
は
、
長
頸
厳
を
中
心
と
す
る
A
類
・
C
類
・
D
類
を
主
体
と
し
、
B
類
・
E
類

を
客
体
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
長
三
角
形
鍬
や
片
刃
箭
鍍
を
主
体
と
す
る
セ
ッ
ト
関
係
に
、
特
徴
的
な
B
類
の
鉄
鍬
を
含
ん
だ
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（
2
2
）

出
土
例
と
し
て
は
、
畿
内
で
は
奈
良
県
新
沢
千
塚
一
〇
九
号
墳
・
一
六
六
号
墳
・
二
八
一
号
墳
等
が
あ
る
。
関
東
地
方
で
は
類
例
は
少
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

く
、
「
王
賜
」
銘
鉄
剣
を
出
土
し
た
千
葉
県
稲
荷
台
一
号
墳
や
、
や
は
り
有
銘
鉄
剣
を
も
つ
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
等
が
挙
げ
ら
れ
る
（
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

一
五
）
。
B
類
の
鉄
鍛
に
つ
い
て
は
、
短
甲
と
の
共
伴
関
係
か
ら
、
そ
の
編
年
案
な
ど
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
関
義
則
氏
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
逆
刺
部
が
長
く
腸
挟
が
深
い
も
の
を
古
式
と
し
、
時
期
が
下
降
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
し
だ
い
に
逆
刺
の
外
反
化
と
腸
挟
の
浅
い
も

の
へ
と
変
化
す
る
。
御
嶽
山
古
墳
の
出
土
例
は
、
逆
刺
が
鍛
身
か
ら
や
や
離
れ
て
つ
く
タ
イ
プ
（
関
分
類
で
は
A
類
）
の
も
の
で
、
類
例

が
少
な
く
比
較
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
い
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、
出
土
短
甲
の
共
通
性
な
ど
か
ら
、
千
葉
県
八
重
原
一
号
墳
の
も
の

に
ち
か
い
と
考
え
ら
れ
る
。
八
重
原
一
号
墳
に
つ
い
て
は
杉
山
晋
作
氏
に
よ
る
考
察
が
加
え
ら
れ
、
片
刃
箭
鍼
と
の
比
較
に
よ
り
、
鐡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

製
作
と
配
布
の
時
期
が
西
暦
四
四
〇
～
四
五
〇
年
頃
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

　
D
l
②
類
の
片
刃
箭
鍛
に
関
し
て
は
、
先
に
挙
げ
た
奈
良
県
新
沢
千
塚
一
〇
九
号
墳
出
土
例
の
中
に
、
鍛
身
長
八
㎝
以
上
の
も
の
が
含

ま
れ
て
お
り
、
セ
ッ
ト
関
係
か
ら
も
最
も
共
通
す
る
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
九
州
地
方
の
地
下
式
横
穴
墓
で
あ
る
宮
崎
県
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

北
方
五
号
墓
、
関
東
地
方
で
は
群
馬
県
鶴
山
古
墳
出
土
例
等
が
あ
る
。
下
北
方
五
号
墓
に
つ
い
て
は
、
三
角
板
鋲
留
短
甲
お
よ
び
横
矧
板

鋲
留
短
甲
を
伴
出
す
る
こ
と
か
ら
、
時
期
的
に
み
て
も
御
嶽
山
古
墳
に
近
い
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
管
見
に
ふ
れ
た
鉄
鍛
の
類
例
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
鉄
鍛
の
様
式
か
ら
み
た
場
合
、
本
例
と
の
共
通
性
を
有
す
る
古
墳
が
、

畿
内
で
は
大
王
権
力
の
軍
事
的
基
盤
を
支
え
て
い
た
豪
族
の
奥
津
城
と
推
定
さ
れ
る
新
沢
千
塚
古
墳
群
や
、
東
国
に
お
い
て
も
稲
荷
台
一

号
墳
の
よ
う
な
、
畿
内
勢
力
と
の
関
係
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
古
墳
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
胡
篠
金
具
の
存
在
を
も
考
慮
す
れ
ば
、

そ
れ
が
舶
載
品
か
国
産
品
か
の
議
論
は
別
と
し
て
、
先
進
的
な
武
器
類
が
畿
内
か
ら
直
接
的
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き

る
。
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奈良県新沢千塚109号墳

新沢千塚281号墳
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図15古墳出土鉄鎌の類例
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五
　
結
語

　
御
嶽
山
古
墳
出
土
の
遺
物
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
調
査
の
成
果
と
、
い
く
つ
か
の
遺
物
に
関
し
て
検
討
を
試
み
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、

ま
と
め
に
か
え
て
、
本
古
墳
の
編
年
的
位
置
と
そ
の
性
格
に
関
し
て
、
既
存
の
研
究
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
私
な
り
に
整
理
し
て
述
べ
て

み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
古
墳
自
体
の
基
本
的
な
編
年
の
基
準
と
し
て
は
、
川
西
宏
幸
氏
に
よ
る
円
筒
埴
輪
の
編
年
（
以
下
川
西
編
年
）
が
有
効
で
あ
り
、
こ
れ

を
基
礎
と
し
た
地
域
ご
と
の
編
年
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
御
嶽
山
古
墳
出
土
の
円
筒
埴
輪
の
特
徴
と
し
て
は
、
外
面
に
一
次
調
整
の
タ
テ

ハ
ケ
、
二
次
調
整
と
し
て
B
種
ヨ
コ
ハ
ケ
を
有
し
、
無
黒
斑
で
あ
る
こ
と
か
ら
川
西
編
年
W
期
の
埴
輪
と
さ
れ
て
い
る
。
三
角
板
鋲
留
短

甲
と
横
矧
板
鋲
留
短
甲
を
共
伴
す
る
点
か
ら
も
、
妥
当
な
時
期
と
い
え
る
。
本
墳
出
土
の
埴
輪
を
検
討
さ
れ
た
寺
田
良
喜
氏
に
よ
れ
ば
、

普
通
円
筒
埴
輪
と
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
の
二
種
が
あ
り
、
そ
の
つ
く
り
に
つ
い
て
は
、
「
二
段
の
突
帯
を
め
ぐ
ら
す
、
円
形
の
ス
カ
シ
孔
を

有
す
る
円
筒
埴
輪
」
で
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
関
東
地
方
で
は
白
石
稲
荷
山
古
墳
の
陪
塚
と
も
み
ら
れ
る
、
藤
岡
市
十
二

天
塚
古
墳
出
土
の
円
筒
埴
輪
に
も
っ
と
も
類
似
す
る
と
し
、
そ
の
時
期
を
野
毛
大
塚
古
墳
と
の
関
係
か
ら
、
五
世
紀
第
3
四
半
期
～
第
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

四
半
期
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
十
二
天
塚
古
墳
か
ら
採
集
さ
れ
て
い
る
遺
物
の
中
に
は
、
鞘
袋
に
縫
目
表
現
を
有
す
る

古
式
の
石
製
刀
子
や
、
長
方
板
革
綴
短
甲
片
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
世
紀
前
半
を
中
心
と
す
る
時
期
の
古
墳
と
考
え
ら
れ

　
　
（
3
0
）

て
い
る
。
円
筒
埴
輪
の
類
似
性
か
ら
み
れ
ば
、
御
嶽
山
古
墳
出
土
埴
輪
は
む
し
ろ
古
相
を
示
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
一
方
、
東
京
湾
東
岸
の
上
総
地
域
で
は
、
金
銅
製
眉
庇
付
冑
を
出
土
し
た
祇
園
大
塚
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
が
、
御
嶽
山
古
墳
の
埴
輪
に
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も
っ
と
も
近
い
時
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
害
窯
焼
成
で
B
種
ヨ
コ
ハ
ケ
を
有
す
る
W
期
の
円
筒
埴
輪
の
中
で
は
、
中
段
階
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
出
土
し
た
須
恵
器
の
型
式
が
陶
邑
O
N
I
四
六
型
式
期
に
併
行
す
る
こ
と
か
ら
、
五
世
紀
中
葉
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

萩
原
恭
一
氏
に
よ
れ
ば
、
房
総
地
域
に
お
け
る
害
窯
焼
成
の
埴
輪
の
出
現
は
、
高
柳
銚
子
塚
古
墳
、
矢
那
大
原
古
墳
、
内
裏
塚
古
墳
と
、

生
産
遺
跡
と
し
て
の
畑
沢
埴
輪
窯
跡
出
土
資
料
に
求
め
ら
れ
、
W
期
の
開
始
期
は
趨
勢
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

少
し
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
内
裏
塚
古
墳
群
中
の
高
柳
銚
子
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
た
円
筒
埴
輪
の
検
討
か
ら
、
W
期
の
埴
輪
の
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

始
期
を
五
世
紀
初
頭
か
ら
前
葉
に
求
め
る
積
極
的
な
意
見
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
実
年
代
の
比
定
に
関
し
て
は
、
な
お
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
動
勢
に
対
し
て
、
東
京
湾
西

岸
に
位
置
す
る
本
墳
の
埴
輪
も
、
ま
っ
た
く
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
。
現
状
で
は
、
五
世
紀
中
葉
を
著
し
く
降
る
時
期
の
所
産
と
は
考

え
に
く
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
他
の
副
葬
品
の
内
容
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

　
御
嶽
山
古
墳
出
土
の
二
領
の
短
甲
を
検
討
す
る
な
か
で
、
田
中
氏
は
五
世
紀
代
に
お
け
る
東
京
湾
岸
の
短
甲
出
土
古
墳
を
三
期
に
編
年

　
　
　
（
3
4
）

さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
内
容
を
整
理
す
る
。

1
期
　
革
綴
短
甲
を
副
葬
す
る
時
期
。
（
野
毛
大
塚
古
墳
・
大
寺
山
洞
穴
）

H
期
　
鋲
留
短
甲
が
副
葬
さ
れ
る
時
期
で
、
三
角
板
鋲
留
短
甲
を
含
む
点
で
次
期
と
画
さ
れ
る
。
（
姉
崎
二
子
塚
古
墳
・
朝
光
寺
原
一
号

　
　
　
墳
・
八
重
原
一
号
墳
・
御
嶽
山
古
墳
な
ど
）

皿
期
　
横
矧
板
鋲
留
短
甲
一
領
を
副
葬
す
る
時
期
。
（
稲
荷
台
一
号
墳
・
東
間
部
多
一
号
墳
・
弁
天
山
古
墳
・
野
焼
二
号
墳
・
鹿
島
塚
六

　
　
　
号
墳
・
大
寺
山
洞
穴
な
ど
）

　
各
期
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
1
期
が
五
世
紀
第
2
四
半
期
、
丑
期
が
第
3
四
半
期
、
皿
期
が
第
4
四
半
期
頃
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
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7祇園大塚山古墳

8野焼2号墳
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11弁天山古墳

12大寺山洞穴
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14金塚古墳

15烏山2号墳

16布野台遺跡A区

17生野山古墳

18埼玉稲荷山古墳

19武具八幡古墳

20舟塚8号墳

21三昧塚古墳

図16　東京湾を中心とする5世紀の甲冑出土古墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

田
中
氏
自
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
鋲
留
短
甲
の
型
式
差
が
即
ち
製
作

年
代
の
違
い
と
す
る
考
え
方
に
、
多
少

の
修
正
の
必
要
が
あ
り
、
個
々
の
短
甲

に
つ
い
て
は
、
そ
の
製
作
時
期
を
細
か

く
再
検
討
す
る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
千
葉
県
稲
荷
台
一

号
墳
か
ら
出
土
し
た
短
甲
に
関
し
て
は
、

鉄
折
返
覆
輪
を
有
す
る
定
式
化
し
た
段

階
の
も
の
で
あ
り
、
古
墳
か
ら
出
土
し

た
須
恵
器
が
陶
邑
T
K
l
二
〇
八
型
式

の
特
徴
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
暦

年
代
を
五
世
紀
中
葉
～
後
半
と
す
る
見

〔
3
6
）

解
も
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
横
矧

板
鋲
留
短
甲
の
出
現
と
定
式
化
の
上
限

が
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
時
期

よ
り
若
干
古
く
遡
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
暦
年
代
の
流
動
性
は
あ
る
も
の
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の
、
先
の
時
期
区
分
は
副
葬
短
甲
の
変
遷
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
あ
る
程
度
の
普
遍
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
御
嶽
山
古

墳
は
、
こ
の
中
で
H
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
出
土
し
た
二
領
の
短
甲
と
も
皮
組
・
皮
包
覆
輪
を
採
用
し
て
い
る
点
で
、
定
式
化
前

段
階
の
鋲
留
短
甲
と
い
え
る
。
相
対
的
な
編
年
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
中
期
中
葉
の
遺
物
相
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
暦
年
代
を
五
世
紀
中

葉
と
す
る
見
解
を
支
持
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
五
世
紀
中
葉
～
後
葉
に
か
け
て
、
東
京
湾
周
辺
で
甲
冑
を
出
土
す
る
古
墳
の
墳
形
や
そ
の
規
模
に
は
、
あ
る
種
の
特
徴
が

認
め
ら
れ
る
（
図
一
六
）
。
上
総
で
は
、
埴
輪
を
有
す
る
姉
崎
二
子
塚
古
墳
↓
祇
園
大
塚
山
古
墳
↓
弁
天
山
古
墳
と
い
う
よ
う
に
、
一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
級
の
大
型
前
方
後
円
墳
か
ら
継
続
的
に
出
土
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
の
径
三
〇
m
未
満
の
小
円
墳
か
ら
も
多
く
出
土
す
る

傾
向
が
あ
る
。
一
方
南
武
蔵
で
は
、
全
長
五
二
m
の
帆
立
貝
式
前
方
後
円
墳
で
あ
る
御
嶽
山
古
墳
と
、
径
三
七
m
の
円
墳
で
あ
る
朝
光
寺

原
一
号
墳
か
ら
の
出
土
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
中
小
の
古
墳
か
ら
短
甲
が
検
出
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
両
地
域
に
土
ハ
通
性
が
窺
わ

れ
る
。
こ
の
時
期
、
大
首
長
以
外
の
中
小
豪
族
の
中
に
も
、
先
進
的
な
武
具
類
を
入
手
で
き
る
力
が
蓄
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
方
の
豪
族
層
に
対
す
る
、
畿
内
の
大
王
勢
力
側
か
ら
の
継
続
的
な
甲
冑
の
配
布
を
考
え
た
場
合
、
南
武
蔵
に
お

け
る
御
嶽
山
古
墳
の
位
置
は
、
野
毛
大
塚
古
墳
に
次
ぐ
首
長
墓
と
い
う
性
格
に
変
わ
り
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
両

者
が
と
も
に
同
じ
墳
形
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。

　
野
毛
大
塚
古
墳
の
築
造
時
期
に
関
し
て
は
、
正
式
な
報
告
書
が
未
刊
な
の
で
詳
し
い
検
討
は
で
き
な
い
が
、
第
一
主
体
部
や
第
三
主
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

部
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
様
相
や
、
円
筒
埴
輪
の
特
質
か
ら
中
期
前
半
に
属
す
る
の
は
間
違
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
五
世
紀
前
葉
を
中

心
と
す
る
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
古
く
検
出
さ
れ
て
い
た
第
二
主
体
部
の
位
置
づ
け
が
問
題
と
な
る
が
、
仮
に
一
世
代
を
間
に
お
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

御
嶽
山
古
墳
の
時
期
と
の
矛
盾
は
な
い
も
の
と
思
う
。

　
最
近
に
な
っ
て
、
多
摩
川
流
域
に
お
け
る
前
期
古
墳
に
関
連
し
て
、
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
田
園
調
布
に
あ
る
宝
莱
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あ
る
ば
か
り
か
、
『
日
本
書
紀
』
記
載
の
伝
承
を
無
批
判
に
取
り
入
れ
、

に
も
見
え
る
「
南
武
蔵
の
古
墳
編
年
」
に
対
し
て
、

　
以
上
述
べ
て
き
た
点
を
要
約
す
れ
ば
、
御
嶽
山
古
墳
出
土
の
遺
物
は
、

に
つ
い
て
は
、
鋲
留
短
甲
を
は
じ
め
と
す
る
鉄
製
武
器
・
武
具
の
様
相
か
ら
み
て
、

り
西
暦
四
五
〇
年
前
後
に
お
く
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

な
つ
な
が
り
を
も
ち
な
が
ら
も
、
畿
内
の
大
王
勢
力
と
の
直
接
的
な
交
渉
を
背
景
に
、

を
色
濃
く
有
し
て
い
た
こ
と
が
、
遺
物
の
調
査
を
通
じ
て
再
確
認
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
山
古
墳
の
範
囲
確
認
調
査
で
、
墳
丘
の
周
辺
か
ら
多
く
の
土
師
器
が
検
出
さ
れ
、

㈹
鋪
の
型
式
か
り
そ
の
築
造
時
禦
四
世
起
削
半
に
遡
る
・
と
が
肇
と
な
．
て

　
　
い
る
。
従
来
言
わ
れ
て
い
た
古
墳
の
年
代
よ
り
も
半
世
紀
以
上
古
く
な
る
。
ま
た
、

鍬緻
学
習
院
史
学
会
に
よ
．
て
か
つ
て
発
掘
さ
れ
た
、
世
田
谷
区
砧
中
学
校
七
号
墳

知
（
全
長
六
五
m
の
前
方
後
方
墳
）
よ
り
出
土
し
た
鉄
鍛
（
図
一
七
）
を
再
調
査
し

腸
　
た
と
こ
ろ
、
有
茎
で
幅
広
の
鍛
身
を
も
つ
古
い
タ
イ
プ
の
柳
葉
鍬
が
複
数
含
ま
れ

校学
　
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
詳
し
い
検
討
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
所
産

琳
時
期
に
つ
い
て
は
・
四
世
紀
末
葉
ま
で
に
お
さ
ま
る
も
の
と
考
凡
ら
れ
る
・
こ
れ

17

@
ら
の
こ
と
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
中
期
古
墳
の
出
現
時
期
の
問
題
に
大
き
な
影

図　
　
響
を
及
ぼ
す
と
認
識
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
、
出
土
遺
物
に
よ
る
検
証
が
不
十
分
で

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
種
の
理
念
だ
け
が
先
行
す
る
か
た
ち
で
構
築
し
て
き
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
V

再
検
討
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
て
中
期
中
葉
の
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
世
紀
第
2
四
半
期
と
第
3
四
半
期
と
の
交
、
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
前
代
の
首
長
墓
で
あ
る
野
毛
大
塚
古
墳
と
の
系
譜
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流
域
を
統
括
す
る
次
代
の
首
長
墓
と
し
て
の
性
格
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足
掛
け
二
年
以
上
に
わ
た
る
調
査
の
間
、
多
く
の
方
々
に
御
助
力
を
頂
戴
し
た
。
と
り
わ
け
、
史
料
館
前
館
長
で
あ
る
高
埜
利
彦
教
授

を
は
じ
め
、
館
員
の
長
佐
古
美
奈
子
氏
と
西
田
か
ほ
る
氏
に
は
、
調
査
の
過
程
で
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
御
嶽
山
古
墳

の
調
査
者
で
も
あ
る
徳
川
義
宣
氏
か
ら
は
、
発
掘
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
資
料
の
構
造
や
材
質
に

関
し
て
は
、
同
僚
の
長
佐
古
真
也
氏
に
協
力
を
仰
ぎ
、
遺
物
の
写
真
撮
影
は
す
べ
て
星
野
薫
氏
に
お
願
い
し
た
。

　
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
文
献
や
埴
輪
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
萩
原
恭
一
氏
に
、
福
井
県
天
神
山
七
号
墳
出
土
の
胡
籔
金
旦
ハ
に

関
し
て
は
、
足
立
尚
計
氏
と
中
司
照
世
氏
よ
り
懇
切
丁
寧
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
多
摩
川
流
域
の
古
墳
に
つ
い
て
は
、
大
谷
猛
氏

や
野
本
孝
明
氏
よ
り
日
頃
よ
り
御
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
以
上
の
方
々
に
対
し
て
、
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
六
年
一
二
月
）

世田谷区御嶽山古墳出土遺物の調査

註
（
1
）
　
田
中
新
史
「
御
嶽
山
古
墳
出
土
の
短
甲
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』

　
六
四
巻
一
号
、
一
九
七
八
年
）
。

（
2
）
寺
田
良
喜
他
『
野
毛
大
塚
古
墳
』
1
・
H
（
野
毛
大
塚
古
墳

　
調
査
会
一
九
九
二
・
一
九
九
三
年
）
。

（
3
）
　
寺
田
良
喜
「
多
摩
川
中
・
下
流
域
左
岸
の
埴
輪
再
考
」
（
滝

　
口
宏
先
生
追
悼
考
古
学
論
集
編
集
委
員
会
編
『
古
代
探
叢
』
W
、

　
一
九
九
五
年
V
。
寺
田
良
喜
「
御
岳
山
古
墳
（
第
二
次
）
」
（
世
田

　
谷
区
教
育
委
員
会
『
一
九
九
二
年
度
世
田
谷
区
埋
蔵
文
化
財
調
査

　
年
報
』
、
一
九
九
四
年
）
。

（
4
）
　
笠
井
新
也
「
武
蔵
国
玉
川
村
古
墳
出
土
の
七
鈴
鏡
」
（
『
考
古

学
雑
誌
』
三
〇
巻
四
号
、
一
九
四
〇
年
）
。

（
5
）
西
岡
秀
雄
「
荏
原
台
地
に
於
け
る
先
史
及
び
原
史
時
代
の
遺

跡
遺
物
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
二
六
巻
五
号
、
一
九
三
六
年
）
。

（
6
）
　
こ
の
時
の
調
査
成
果
は
、
世
田
谷
区
史
編
さ
ん
室
編
『
世
田

谷
区
史
料
－
第
八
集
考
古
編
』
（
一
九
七
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
て

　
い
る
。

（
7
）
　
註
（
6
）
に
同
じ
。

（
8
）
　
二
領
の
短
甲
は
現
在
、
学
習
院
大
学
史
料
館
の
所
蔵
資
料
に
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な
っ
て
い
る
。
短
甲
の
返
還
に
際
し
て
は
、
館
員
の
長
佐
古
美
奈
子

氏
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

（
9
）
　
註
（
1
）
に
同
じ
。

（
1
0
）
　
御
嶽
山
古
墳
出
土
の
短
甲
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
田
中
新
史

　
氏
に
よ
る
論
考
で
す
べ
て
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で

　
の
説
明
は
省
略
さ
せ
て
頂
い
た
。

（
1
1
）
　
後
藤
守
一
「
原
史
時
代
の
武
器
と
武
装
」
（
『
考
古
学
講
座
』

　
第
一
巻
、
一
九
二
八
年
）
。
臼
杵
勲
「
古
墳
出
土
鉾
の
分
類
と
編

　
年
」
（
『
日
本
古
代
文
化
研
究
』
第
二
号
、
一
九
八
五
年
）
。

（
1
2
）
　
臼
杵
一
九
八
五
年
に
よ
る
。

（
1
3
）
　
近
年
、
こ
の
種
の
金
具
を
「
中
円
板
帯
状
金
具
」
（
早
乙
女

　
一
九
八
七
年
）
や
、
「
一
対
式
中
円
部
造
り
出
し
形
吊
手
飾
金

　
具
」
（
田
中
一
九
八
八
年
）
な
ど
と
も
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
名
称

　
が
未
だ
十
分
統
一
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
す
べ
て
飾
金
具
な

　
の
か
ど
う
か
も
明
確
で
は
な
い
現
状
で
は
｝
応
、
そ
の
機
能
面
を

重
視
し
て
、
「
吊
手
金
具
」
の
用
語
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

（
1
4
）
　
坂
靖
「
胡
錬
の
復
元
－
寺
口
千
塚
の
資
料
を
中
心
と
し
て

I
」
（
『
古
代
学
研
究
』
一
二
〇
、
一
九
九
〇
年
）
。
同
「
胡
練
の

系
譜
」
（
森
浩
一
編
『
考
古
学
と
生
活
文
化
』
、
一
九
九
一
年
）
。

（
1
5
）
　
杉
山
秀
宏
「
古
墳
時
代
の
鉄
鍛
に
つ
い
て
」
（
『
橿
原
考
古
学

研
究
所
論
集
』
八
、
一
九
八
八
年
）
。
田
中
新
史
「
古
墳
時
代
中

　
期
前
半
の
鉄
鍛
（
一
）
L
（
滝
口
宏
先
生
追
悼
考
古
学
論
集
編
集
委

　
員
会
編
『
古
代
探
叢
』
W
、
一
九
九
五
年
）
。

（
1
6
）
　
田
中
新
史
「
五
世
紀
に
お
け
る
短
甲
出
土
古
墳
の
一
様
相
－

　
房
総
出
土
の
短
甲
と
そ
の
古
墳
を
中
心
と
し
て
I
」
（
『
史
館
』
第

　
五
号
、
一
九
七
五
年
）
。

（
1
7
）
　
註
（
1
）
に
同
じ
。

（
1
8
）
　
早
乙
女
雅
博
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
盛
矢
具
」
（
『
東
京
国
立
博

　
物
館
紀
要
』
第
二
三
号
、
一
九
八
七
年
）
。
田
中
新
史
「
古
墳
出

　
土
の
胡
篠
・
靱
金
具
」
（
『
井
上
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
弥
生
・
古
墳
時
代

　
資
料
図
録
」
一
九
八
八
年
）
言
叢
社
刊
。

（
1
9
）
　
註
（
1
4
）
に
同
じ
。

（
2
0
）
　
註
（
1
8
）
田
中
論
文
。

（
2
1
）
　
こ
の
型
式
の
鍬
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
「
異
形
腸
挟
長
頸

鍬
」
（
杉
山
・
田
中
一
九
八
九
年
）
や
、
「
逆
刺
独
立
三
角
・
柳
葉

　
形
鉄
鎌
」
（
関
一
九
九
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
単
に

頸
部
に
片
逆
刺
を
有
す
る
長
頸
鑛
と
い
う
認
識
に
と
ど
め
て
い
る
。

（
2
2
）
　
伊
達
宗
泰
他
「
新
沢
千
塚
古
墳
群
」
（
『
奈
良
県
史
蹟
名
勝
天

然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
三
九
集
、
一
九
八
一
年
）
。

（
2
3
）
　
滝
口
宏
他
『
千
葉
県
市
原
市
稲
荷
台
一
号
墳
出
土
・
「
王

賜
」
銘
鉄
剣
概
報
』
（
市
原
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
）
。

（
2
4
）
　
柳
田
敏
司
他
『
埼
玉
・
稲
荷
山
古
墳
』
（
埼
玉
県
教
育
委
員
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会
、
一
九
八
〇
年
）
。

（
2
5
）
　
関
義
則
「
片
逆
刺
独
立
三
角
・
柳
葉
形
鉄
鎌
の
消
長
と
そ
の

　
意
義
」
（
『
埼
玉
考
古
学
論
集
』
財
団
法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調

　
査
事
業
団
一
九
九
一
年
）
。

（
2
6
）
　
杉
山
晋
作
・
田
中
新
史
「
千
葉
県
君
津
市
所
在
八
重
原
一
号

　
墳
・
二
号
墳
の
調
査
」
（
『
古
墳
時
代
研
究
』
皿
、
一
九
八
九
年
）
。

　　　　　　　　　　　　　　　　A

　　　　　　口　2827　　　2930
）　）　写　）　）
　　　　　　　、

物
か
ら
み
た
築
造
年
代
の
分
析
I
L

　
一
九
八
九
年
）
。

（
3
1
）
　
白
井
久
美
子
「
祇
園
大
塚
山
古
墳
の
埴
輪
と
須
恵
器
」
（
『
古

代
』
第
八
三
号
、
一
九
八
七
年
）
。

（
3
2
）
　
萩
原
恭
一
「
房
総
に
お
け
る
埴
輪
の
変
遷
と
分
布
」
（
『
研
究

紀
要
』
一
五
、
一
九
九
四
年
）
。
「
関
東
地
方
の
埴
輪
生
産
遺
跡
」

　
（
『
研
究
連
絡
誌
』
第
五
号
、
一
九
八
三
年
）
財
団
法
人
千
葉
県
文

化
財
セ
ン
タ
ー
。

（
3
3
）
　
白
井
久
美
子
「
高
柳
銚
子
塚
古
墳
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
『
日

本
考
古
学
」
第
二
号
、
一
九
九
五
年
）
。

註
（
1
5
）
の
杉
山
お
よ
び
田
中
論
文
に
よ
る
。

川
西
宏
幸
「
円
筒
埴
輪
総
論
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
六
四
巻
二

一
九
七
八
年
）
。

註
（
3
）
寺
田
一
九
九
五
年
に
よ
る
。

志
村
哲
「
十
二
天
塚
古
墳
の
築
造
年
代
に
つ
い
て
1
採
集
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
群
馬
県
史
研
究
』
二
九
、

（
3
4
）
　
註
（
1
）
に
同
じ
。

（
3
5
）
　
田
中
新
史
「
補
遺
　
五
世
紀
に
お
け
る
短
甲
出
土
古
墳
の
一

様
相
」
（
『
土
筆
』
創
刊
号
、
一
九
九
一
年
）
。

（
3
6
）
　
白
石
太
一
郎
「
須
恵
器
か
ら
み
た
年
代
」
（
滝
口
宏
他
『
千

葉
県
市
原
市
稲
荷
台
一
号
墳
出
土
「
王
賜
」
銘
鉄
剣
概
報
』
一
九

八
八
年
）
。

（
3
7
）
橋
本
博
文
「
王
賜
銘
鉄
剣
と
五
世
紀
の
東
国
」
（
『
古
代
を
考

　
え
る
東
国
と
大
和
王
権
』
原
島
礼
二
・
金
井
塚
良
一
編
）
一
九
九

　
四
年
）
。

（
3
8
）
　
多
摩
川
流
域
に
お
い
て
、
野
毛
大
塚
古
墳
に
つ
づ
く
首
長
墓

　
と
し
て
滑
石
製
刀
子
や
透
彫
金
具
を
出
土
し
た
八
幡
塚
古
墳
を
お

　
く
意
見
も
あ
る
。
筆
者
は
野
毛
大
塚
古
墳
第
二
主
体
部
出
土
の
石

　
製
刀
子
と
の
類
似
性
か
ら
、
八
幡
塚
古
墳
の
時
期
は
野
毛
大
塚
古

　
墳
の
最
終
埋
葬
の
時
期
に
き
わ
め
て
近
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

　
て
い
る
。

（
3
9
）
　
野
本
孝
明
「
宝
莱
山
古
墳
の
範
囲
確
認
調
査
出
土
の
土
師
器

　
に
つ
い
て
」
（
『
東
京
考
古
』
一
四
、
一
九
九
⊥
ハ
年
）
。

（
4
0
）
　
　
九
九
一
年
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
多
摩
川
中
・
下

　
流
域
の
古
墳
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』
（
東
京
考
古
談
話
会
主
催
）
に

　
お
い
て
、
封
比
地
秀
行
、
寺
田
良
喜
、
野
本
孝
明
三
氏
に
よ
り
、

　
新
た
な
知
見
に
も
と
つ
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
討
議
さ
れ
た
。
ま

F
4
3



た
、
席
上
、
鶴
見
川
流
域
の
前
期
古
墳
に
関
し
て
も
見
直
し
の
必
要

が
あ
る
こ
と
が
、
鈴
木
重
信
氏
よ
り
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
。

挿
図
引
用
文
献

図
一
　
上
、
寺
田
一
九
九
二
よ
り
作
成
。

　
　
　
　
下
、
世
田
谷
区
史
編
さ
ん
室
一
九
七
五
よ
り
転
載
。

図
二
　
　
田
中
一
九
七
八
を
一
部
改
変
し
て
転
載
。

図
＝
　
　
田
中
一
九
七
八
を
参
考
に
作
成
。

図
一
二

図
一
三

図
一
五

図
一
六

表
二

坂
一
九
九
一
よ
り
転
載
。

早
乙
女
一
九
八
七
・
田
中
一
九
八
八
・
鍋
田
勇
他
「
私
市

円
山
古
墳
出
土
の
胡
篠
金
具
」
（
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
情

報
』
三
一
号
）
一
九
八
九
年
よ
り
、
一
部
改
変
し
て
転
載
。

伊
達
他
一
九
八
一
・
滝
口
一
九
八
八
を
一
部
改
変
し
て
転

載
。橋

本
一
九
九
四
・
田
中
一
九
九
一
よ
り
作
成
。

早
乙
女
↓
九
八
七
・
田
中
一
九
八
八
・
鍋
田
他
一
九
八
九

等
を
参
考
に
作
成
。
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図
版
「
　
御
嶽
山
古
墳
出
土
・
三
角
板
鋲
留
短
甲



図
版
一
一
横
矧
板
鋲
留
短
甲



図
版
三
　
L
　
鉄
剣
・
鉄
鉾
　
ド
ー
胡
線
吊
手
金
具



図
版
四
　
鉄
鍛
・
刀
r
・
釘
状
鉄
製
品


